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核
兵
器
廃
絶
へ
の
運
動
を

市
民
レ
ベ
ル
で
盛
り
上
げ
よ
う

な
く
、
受
付
で
あ
る
▼
８
月
よ

り
始
ま
っ
た
明
細
書
義
務
化
に

対
応
す
る
た
め
に
、
事
務
職
員

を
２
人
か
ら
３
人
体
制
に
せ
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
。
カ
ル
テ
作

り
、
受
付
応
対
、
電
話
対
応
、

薬
受
渡
し
等
、
ど
れ
を
と
っ
て

も
ミ
ス
は
困
る
。
薬
剤
情
報
、

領
収
書
、
そ
し
て
明
細
書
を
渡

す
段
階
に
な
っ
て
、
こ
の
薬
は

残
っ
て
い
る
、
逆
に
足
り
な

い
、
睡
眠
導
入
剤
も
い
る
、

シ
ッ
プ
が
要
る
、
要
ら
な
い
。

ま
た
、
２
回
目
で
長
期
投
与
す

る
と
前
回
の
特
処
加
算
を
減
額

し
た
訂
正
領
収
書
・
明
細
書
を

打
ち
直
し
差
し
替
え
を
頼
む
。

項
目
へ
の
疑
問
も
あ
る
▼
明
細

書
の
中
の
腫
管
、
本
人
告
知
を

し
て
い
な
い
人
に
こ
の
ま
ま
渡

し
て
よ
い
も
の
か
。
そ
れ
で
は

と
患
者
に
尋
ね
れ
ば
領
収
書
は

必
要
だ
が
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が

明
細
書
不
要
と
の
返
事
。
何
よ

り
も
紙
の
使
用
量
が
倍
増
し

た
。
こ
れ
で
再
診
料
１
点
の
加

算
。
無
駄
で
不
要
の
こ
の
明
細

書
発
行
義
務
化
、
現
場
の
混
乱

は
予
想
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
に
中

医
協
で
は
ま
と
も
な
議
論
は
さ

れ
た
の
か
▼
同
様
に
電
子
化
に

つ
い
て
は
、
紙
レ
セ
で
な
い
と

資
格
誤
り
や
点
数
間
違
い
、
点

検
漏
れ
が
わ
か
り
づ
ら
い
、
返

戻
・
査
定
が
増
加
し
閉
口
し
、

今
ま
で
通
り
印
刷
す
る
場
合
も

多
い
と
聞
く
。
せ
っ
か
く
作
っ

た
Ｃ
Ｄ
も
、
修
正
あ
れ
ば
ま
た

最
初
か
ら
や
り
直
し
。
何
が
事

務
量
の
改
善
・
効
率
化
な
の
か

▼
細
か
に
決
め
ら
れ
る
ル
ー
ル

の
な
ん
と
多
い
こ
と
か
。
費
用

も
手
間
も
こ
っ
ち
持
ち
、
そ
れ

で
も
何
と
か
頑
張
る
が
、
現
場

か
ら
は
怒
り
、
不
満
の
声
が
聞

こ
え
て
き
て
い
る
。 榎
 （
木
鼠
）

　
当
院
は
今

朝
も
人
が
あ

ふ
れ
て
い

る
。待
合
室
、

診
察
室
で
は

続
き
必
要
で
あ
る
と
、「
核
抑
止

力
」論
、「
核
の
傘
」の
幻
想
、呪

縛
か
ら
逃
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

　
今
ま
さ
に
、
こ
の
「
抑
止
力
」

と
は
何
な
の
か
？
　「
抑
止
力
」

は
本
当
に
必
要
な
の
か
？
　

「
抑
止
力
」
＝
「
恐
怖
に
よ
る
威

圧
」
で
は
な
い
の
か
。
広
島
、

長
崎
の
悲
惨
な
犠
牲
を
も
と
に

な
り
た
っ
て
い
る
論
理
で
は
な

い
の
か
？
　
日
本
国
憲
法
前
文

の
、「
全
世
界
の
国
民
が
、
ひ
と

し
く
恐
怖
と
欠
乏
か
ら
免
か

れ
、
平
和
の
う
ち
に
生
存
す
る

権
利
を
有
す
る
こ
と
を
確
認
す

る
」
に
反
す
る
の
で
は
な
い
の

か
。
も
う
一
度
考
え
直
す
必
要

が
あ
る
。

　
オ
バ
マ
大
統
領
が
プ
ラ
ハ

で
、「
核
兵
器
を
使
用
し
た
唯
一

の
核
保
有
国
と
し
て
、合
衆
国

に
は
行
動
す
る
道
義
的
責
任
が

あ
る
。…
本
日
、は
っ
き
り
と
、

信
念
を
も
っ
て
、米
国
は
核
兵

器
の
な
い
世
界
の
平
和
と
安
全

を
追
求
す
る
と
誓
約
す
る
」と

演
説
し
た
。唯
一
の
被
爆
国
で

あ
る
日
本
政
府
も
核
兵
器
廃

絶
、そ
し
て「
核
抑
止
力
」か
ら

の
脱
却
に
む
け
て
世
界
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
っ
て
ほ
し
い
。

そ
の
た
め
に
も
我
々
国
民
も
、

核
兵
器
廃
絶
へ
の
運
動
を
市
民

レ
ベ
ル
で
盛
り
上
げ
、圧
倒
的

な
力
と
し
て
日
本
政
府
へ
圧
力

を
か
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

言
し
た
。
こ
の
よ
う
な
中
、
唯

一
被
爆
国
で
あ
る
日
本
の
菅
首

相
は
８
月
６
日
に
、
核
兵
器
を

は
じ
め
と
す
る
大
量
破
壊
兵
器

の
拡
散
の
現
実
も
あ
り
、
核
抑

止
力
は
我
が
国
に
と
っ
て
引
き

や
威
信
を
高
め
る
と
い
っ
た
主

張
こ
そ
が
幻
想
で
あ
り
、
安
全

を
保
証
し
、
核
兵
器
の
使
用
か

ら
逃
れ
る
唯
一
の
方
法
は
、
そ

れ
ら
を
廃
絶
す
る
こ
と
だ
と
明

呼
び
掛
け
ら
れ
た
。
こ
の
「
核

抑
止
力
」
論
に
対
し
て
も
、
潘

国
連
事
務
総
長
は
７
月
に
「
平

和
市
長
会
議
」
へ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
の
中
で
、
核
兵
器
が
安
全
を

保
証
す
る
と
か
、
一
国
の
地
位

に
向
け
て
の
最
大
の
障
害
と

な
っ
て
い
る
「
核
抑
止
」
論
に

対
し
て
も
、「
核
抑
止
力
」
論
か

ら
の
脱
却
す
る
た
め
に
圧
倒
的

な
世
論
を
築
き
上
げ
る
こ
と
が

政
治
の
現
実
的
な
課
題
と
な

り
、
広
島
・
長
崎
を
訪
れ
た
潘

基
文
国
連
事
務
総
長
は
、
被
爆

者
が
生
き
て
い
る
う
ち
に
核
兵

器
廃
絶
を
達
成
し
よ
う
と
呼
び

掛
け
た
。
ま
た
、
核
兵
器
廃
絶

て
、
８
月
に
広
島
で
原
水
爆
禁

止
２
０
１
０
年
世
界
大
会
が
開

催
さ
れ
た
。
こ
の
世
界
大
会
で

は
、
核
兵
器
廃
絶
条
約
締
結
に

向
け
た
国
際
交
渉
開
始
が
国
際

を
含
む
核
軍
備
撤
廃
」
に
関
す

る
「
行
動
計
画
」
に
取
り
組
む

こ
と
の
合
意
。
最
終
文
書
に

「
核
兵
器
禁
止
条
約
」の
文
言
が

明
記
さ
れ
た
こ
と
。
ま
た
、
中

東
の
非
核
地
帯
化
の
実
現
に
向

け
、
２
０
１
２
年
に
米
英
ロ
と

国
連
の
共
催
で
会
議
を
開
く
こ

と
な
ど
、「
核
兵
器
の
な
い
世

界
」
が
国
際
政
治
の
明
確
な
目

標
と
な
っ
た
。
こ
れ
を
受
け

　
５
月
の
核
拡

散
防
止
条
約

（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）再
検

討
会
議
で
、

「
核
兵
器
の
完

全
廃
絶
に
向
け

た
具
体
的
措
置

　
京
都
市
は
市
会
９
月
議
会
に

「
京
都
市
急
病
診
療
所
条
例
を

廃
止
す
る
条
例
案
」
を
提
出
、

９
月
　
日
の
本
会
議
で
可
決
し

２９

た
。
京
都
市
急
病
診
療
所
は
１

９
７
２
年
３
月
５
日
、「
休
日

急
病
眼
科
診
療
所
」
と
し
て
京

都
市
立
病
院
内
に
開
設
。
以

来
、
機
能
拡
充
し
な
が
ら
、
京

都
市
自
身
が
公
的
な
責
任
に
お

い
て
市
内
の
初
期
救
急
体
制
を

担
い
続
け
て
き
た
重
要
な
施
設

で
あ
る
。
現
在
は
財
団
法
人
京

都
市
急
病
診
療
所
が
指
定
管
理

者
と
な
り
、
公
設
民
営
施
設
と

し
て
管
理
・
運
営
し
て
い
る
。

廃
止
条
例
可
決
に
よ
り
同
診
療

所
は
廃
止
、
そ
の
後
、
社
団
法

人
京
都
府
医
師
会
が
新
京
都
府

医
師
会
館
に
設
置
す
る
診
療
所

に
お
い
て
同
法
人
に
業
務
を
委

託
す
る
。

　
京
都
市
は
条
例
廃
止
の
趣
旨

を
「
京
都
市
急
病
診
療
所
等
に

お
い
て
受
診
で
き
る
診
療
科
目

が
そ
れ
ぞ
れ
の
診
療
所
に
お
い

て
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
並
び
に

京
都
市
急
病
診
療
所
等
の
建
物

お
よ
び
医
療
機
器
の
老
朽
化
が

進
ん
で
い
る
」
と
述
べ
る
。
そ

の
上
で
京
都
府
医
師
会
が
当
該

業
務
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ

り
、「
当
該
診
療
所
に
お
い
て

総
合
的
な
診
療
を
受
け
る
こ
と

入
院
患
者
の
他
医
受
診
制
限
撤
廃
を
 （
２
面
）

年
金
型
生
保
の
二
重
課
税
問
題
 （
３
面
）

保
険
医
協
会
行
事
の
お
知
ら
せ
 （
４
面
）

主な内容

味覚の秋と言うけれど…
 マンガ・岡本　治   

が
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
と
も

に
、
市
民
の
利
便
性
の
向
上
を

図
る
」
と
し
た
。

　
京
都
府
医
師
会
へ
の
委
託
に

よ
り
、
複
数
の
診
療
科
目
が
１

カ
所
で
受
診
可
能
と
な
り
、
尚

か
つ
小
児
科
の
深
夜
帯
診
療
や

内
科
の
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
の

準
深
夜
帯
診
療
も
実
施
予
定
と

さ
れ
る
。
今
後
の
予
定
は
　
年
１１

３
月
１
日
に
京
都
市
急
病
診
等

を
廃
止
し
、
新
京
都
府
医
師
会

館
で
の
業
務
を
開
始
。
同
月
　３１

日
を
も
っ
て
財
団
法
人
を
解
散

し
、
４
月
よ
り
完
全
に
府
医
師

会
に
委
託
す
る
と
い
う
。

　
条
例
案
は
共
産
党
を
除
く
各

党
の
賛
成
で
可
決
さ
れ
た
が
、

「
従
来
の
急
病
診
療
所
を
統
合

し
て
、
京
都
府
医
師
会
に
委
託

す
る
に
当
た
っ
て
は
、
目
的
に

沿
っ
た
医
療
体
制
を
整
備
し
、

利
用
者
や
家
族
な
ど
の
利
便
性

を
向
上
さ
せ
る
よ
う
、
鋭
意
努

力
す
る
こ
と
」
と
の
付
帯
決
議

も
同
時
に
可
決
さ
れ
た
。

緊
急
要
請
書
で
東
・
西

診
療
所
の
存
続
を
要
請

　
府
医
師
会
へ
の
委
託
に
伴

い
、
初
期
救
急
機
能
の
拡
充
が

図
ら
れ
る
こ
と
は
歓
迎
す
べ
き

こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
危
惧

す
べ
き
は
、
そ
れ
が
京
都
市
当

局
の
公
的
責
任
後
退
と
抱
き
合

わ
せ
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

　
協
会
は
９
月
　
日
、
緊
急
に

２１

要
請
書
を
門
川
大
作
京
都
市
長

宛
に
提
出
し
た
。

　
要
請
書
で
は
、
特
に
、
廃
止

さ
れ
る
３
診
療
所
の
う
ち
、
京

都
市
休
日
急
病
内
科
小
児
科
東

診
療
所
（
以
下
、
東
診
療
所
）

と
京
都
市
休
日
急
病
内
科
西
診

療
所
（
同
、
西
診
療
所
）
に
つ

い
て
、
元
々
地
理
的
事
情
に
よ

る
存
在
意
義
の
大
き
い
東
西
の

診
療
所
の
地
域
住
民
に
は
、
特

に
深
夜
帯
、
新
急
病
診
療
所
が

小
児
科
診
療
を
開
始
し
て
も
そ

の
恩
恵
を
得
る
こ
と
は
難
し

い
。
ま
し
て
、
午
後
時
間
帯
は

廃
止
で
あ
り
、
完
全
に
施
策
後

退
で
あ
る
。
交
通
の
利
便
性
や

機
能
充
実
と
引
き
換
え
の
廃
止

で
あ
る
と
の
市
の
主
張
は
、
あ

く
ま
で
市
内
中
心
部
の
住
民
に

対
し
て
の
み
有
効
で
あ
り
、
拙

速
な
廃
止
は
回
避
す
る
よ
う
求

め
た
。
加
え
て
、
運
営
主
体
が

変
更
に
な
る
中
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
京
都
市
の
公
的
な
関
与
や

市
民
の
意
見
が
反
映
さ
れ
る
運

営
体
制
の
構
築
が
必
要
で
あ
る

こ
と
も
指
摘
し
た
。

　
要
請
の
席
で
は
、
急
病
診
療

所
条
例
廃
止
後
、
京
都
市
急
病

診
療
所
は
「
民
設
民
営
」
と
な

り
「
公
的
医
療
機
関
」
で
は
な

く
な
る
の
か
。
将
来
に
わ
た
り

公
的
責
任
を
果
た
し
得
な
い
運

営
形
態
に
な
る
の
で
は
と
問
題

提
起
し
た
。

公
的
責
任
に
基
づ
く
 

保
健
・
医
療
政
策
を

　
昨
年
、　
年
度
は
新
型
イ
ン

０９

フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
に
よ
り
、
急

病
診
療
所
の
受
診
者
数
は
　
年
０８

度
に
較
べ
、
大
き
く
増
加
し

た
。
東
西
診
療
所
で
も
同
様

で
、
東
診
療
所
の
小
児
科
受
診

者
数
は
年
間
１
９
３
４
人
（
前

年
度
１
６
４
１
人
）、
内
科
受

診
者
数
は
１
０
７
３
人
（
前
年

度
８
５
３
人
）、
西
診
療
所
内

科
も
２
６
９
８
人
（
同
２
０
１

０
人
）。
特
に
感
染
症
の
拡
大

期
に
は
、
と
り
わ
け
幼
い
子
ど

も
た
ち
の
保
護
者
が
、
一
刻
も

早
い
受
診
を
望
む
こ
と
は
自
然

で
あ
り
、
急
病
診
療
所
は
、
そ

う
し
た
患
者
・
家
族
の
不
安
に

応
え
る
機
能
も
あ
る
。
同
時

に
、
救
急
告
示
病
院
は
も
と
よ

り
、
開
業
医
へ
の
夜
間
・
休
日

の
負
担
軽
減
の
役
割
も
果
た
し

て
い
る
。
そ
れ
が
行
政
責
任
で

実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
意
味

は
決
し
て
軽
く
な
い
。

　
要
請
の
際
、
対
応
し
た
京
都

市
保
健
福
祉
部
医
務
審
査
課
の

担
当
者
は
、
公
費
を
入
れ
る
以

上
、
京
都
市
は
委
託
元
で
あ

り
、
実
施
主
体
と
し
て
の
責
任

が
あ
る
と
の
見
解
を
述
べ
た
。

し
か
し
、
こ
の
委
託
関
係
が
市

の
責
任
に
お
い
て
将
来
に
わ
た

り
担
保
さ
れ
る
の
か
の
不
安
は

拭
え
な
い
。

　
こ
の
間
、京
都
市
は
行
政
区

保
健
所
の「
支
所
化
」や
京
都
市

立
病
院
の
独
立
行
政
法
人
化
、

市
立
看
護
短
大
の
廃
止
等
、地

方
自
治
体
の
命
で
あ
る
保
健
・

医
療
行
政
へ
の
公
的
な
関
与
を

縮
小
さ
せ
る
施
策
を
連
発
し
て

い
る
。今
回
の
急
病
診
療
所
廃

止
も
そ
の
一
環
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
事
態
の
背
景
に

は
、
京
都
市
が
保
健
・
医
療
政

策
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
っ
て
お
ら

ず
、
な
お
か
つ
財
政
難
に
苦
し

ん
で
い
る
実
情
が
あ
る
。

　
条
例
は
可
決
し
た
が
、協
会

は
引
き
続
き
、市
の
救
急
医
療

提
供
体
制
の
あ
り
方
か
ら
あ
ら

た
め
て
同
診
療
所
の
意
義
を
京

都
市
自
身
が
再
認
識
す
る
こ
と

を
求
め
て
い
く
。

◇地下鉄四条駅・阪急烏丸駅　２２番出口より徒歩３分
◇地下鉄烏丸御池駅　６番出口より徒歩３分
◇駐車・駐輪場はありません
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P

P

P

P

地
下
鉄
烏
丸
御
池
駅

地
下
鉄
四
条
駅
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←至  二条駅←至  二条駅←至  二条駅
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●市営駐輪場

出口21出口22

出口５出口６出口６出口６
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●読売新聞

但馬銀行●

フレスコ●
カ
ー
ニ
ー
プ
レ
イ
ス
四
条
烏
丸
６
Ｆ

　
京
都
府
保
険
医
協
会
及
び
有
限
会
社
ア
ミ
ス
の

所
在
地
は
左
記
で
す
。（
住
所
等
は
題
字
下
）

新新新新新新新新
事事事事事事事事
務務務務務務務務
所所所所所所所所
のののののののの
ごごごごごごごご
案案案案案案案案

新
事
務
所
の
ご
案
内内内内内内内内内

協会が存続求める東診療所（山
科区）と西診療所（右京区）

協
会
は
緊
急
要
請
す
る
も
市
会
で
可
決

急
病
診
療
所
条
例
を
廃

急
病
診
療
所
条
例
を
廃
止止

京 都 市

※ベージュの
外観で「四谷
学院」の看板
が目印です
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保
団
連
は
８
月
　
・
　
の
両
日
、
今
年
で
第
　
回
目
と
な
る
病
院
・
有
床
診
療
所
セ
ミ
ナ
ー

２８
２９

２８

を
新
宿
農
協
会
館
で
開
催
、
全
国
か
ら
　
人
が
参
加
し
た
。
山
形
大
学
の
村
上
正
泰
氏
に
よ

８８

る
講
演
、
京
都
協
会
の
林
理
事
に
よ
る
医
療
安
全
講
習
会
の
ほ
か
、「
入
院
中
の
患
者
さ
ん
の

他
医
療
機
関
受
診
の
規
制
の
撤
回
を
求
め
る
決
起
集
会
」
も
行
わ
れ
た
。

次
期
改
定
へ
の
取
組
決
意

　
保
団
連
病
院
有
床
診
対
策
部

会
部
長
の
安
藤
元
博
氏
か
ら
行

わ
れ
た
基
調
提
案
で
は
、
政
権

交
代
が
行
わ
れ
、　
年
４
月
の

１０

診
療
報
酬
改
定
で
は
０
・
　
％
１９

引
き
上
げ
が
行
わ
れ
た
が
、
開

業
医
や
中
小
病
院
に
と
っ
て
は

実
質
マ
イ
ナ
ス
改
定
に
な
っ
て

い
る
。
入
院
中
の
他
医
療
機
関

受
診
の
制
限
も
隠
れ
た
引
き
下

げ
に
な
っ
て
い
る
と
指
摘
し

た
。
病
院
有
床
診
対
策
部
会
で

は
、
介
護
療
養
病
床
廃
止
撤
回

へ
の
取
組
み
、
入
院
中
の
患
者

の
他
院
受
診
の
改
善
、
有
床
診

療
所
に
係
る
宣
伝
活
動
と
診
療

報
酬
改
善
の
実
現
に
向
け
た
取

組
み
な
ど
を
行
っ
て
い
く
と
同

時
に
、
保
団
連
全
体
と
し
て
、

患
者
負
担
軽
減
、
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
、介
護
保
険
法
改
定
、

診
療
報
酬
・
介
護
報
酬
同
時
改

定
に
対
す
る
取
組
み
も
行
っ
て

い
く
と
の
決
意
が
述
べ
ら
れ
た
。

元
官
僚
の
村
上
氏
が
講
演

　
講
演
「『
医
療
崩
壊
』
の
原
因

と
今
後
の
医
療
再
生
に
向
け
た

し
た
。

　
ま
た
、
医
療
の
あ
り
方
は
、

医
療
の
中
の
み
で
議
論
す
る
の

で
は
な
く
、
地
域
社
会
や
家

族
、
住
環
境
の
あ
り
方
や
、
死

生
観
を
め
ぐ
る
問
題
も
含
め
、

医
療
の
枠
を
超
え
て
本
質
的
に

議
論
す
べ
き
課
題
で
あ
る
な
ど

と
講
演
し
た
。

分
科
会
で
林
理
事
が
講
演

　
病
院
分
科
会
で
は
、
京
都
協

会
の
林
一
資
理
事
が
、「
医
療

安
全
研
修
会
（
医
事
紛
争
予
防

と
対
応
）」と
題
し
て
講
演
。
京

都
に
お
け
る
「
医
師
賠
償
責
任

保
険
処
理
室
会
」
の
シ
ス
テ
ム

が
紹
介
さ
れ
た
後
、
内
視
鏡
や

腹
腔
鏡
に
関
す
る
具
体
的
な
事

例
と
判
例
を
解
説
。
京
都
の
医

療
安
全
対
策
の
経
験
が
幅
広
く

紹
介
さ
れ
た
。

　
有
床
診
療
所
分
科
会
で
は
、

日
医
総
研
主
席
研
究
員
の
江
口

成
美
氏
よ
り
「
地
域
を
支
え
る

有
床
診
療
所
―
新
し
い
時
代
に

向
け
て
―
」
と
題
し
た
講
演
が

行
わ
れ
た
。
こ
の
中
で
江
口
氏

は
、
病
院
医
療
へ
の
手
当
は
進

み
つ
つ
あ
る
が
、
国
民
に
最
も

身
近
な
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
へ

の
対
応
が
抜
け
て
い
る
。
高
齢

化
が
進
み
、
死
亡
数
も
増
加
し

て
い
る
。
医
療
と
介
護
双
方
の

ニ
ー
ズ
を
持
つ
患
者
が
増
加

し
、
日
常
生
活
圏
で
受
け
ら
れ

る
医
療
・
介
護
が
求
め
ら
れ
て

き
て
い
る
と
指
摘
。
貴
重
な
医

療
資
源
で
あ
る
有
床
診
療
所
の

　
万
床
を
有
効
に
活
用
す
べ
き

１４で
あ
る
と
述
べ
た
。
当
該
講
演

を
受
け
て
、
今
後
保
団
連
で
作

成
予
定
の
有
床
診
療
所
パ
ン
フ

レ
ッ
ト（
素
案
）の
検
討
も
行
っ

た
。決

起
集
会
で
規
制
撤
回

を
決
議

　
ま
た
、「
入
院
中
の
患
者
さ

ん
の
他
医
療
機
関
受
診
の
規
制

の
撤
回
を
求
め
る
決
起
集
会
」

で
は
、
安
藤
部
長
が
入
院
中
の

他
医
療
機
関
受
診
の
制
度
の
現

状
と
、
外
来
で
の
算
定
制
限
や

入
院
料
の
減
算
規
定
な
ど
残
存

す
る
問
題
点
を
指
摘
。
今
後
も

患
者
団
体
や
医
療
団
体
、
マ
ス

コ
ミ
、
国
会
議
員
な
ど
に
、
そ

の
解
決
の
必
要
性
を
訴
え
て
い

く
と
述
べ
た
。

　
日
本
難
病
・
疾
病
団
体
協
議

会
の
坂
本
秀
夫
常
任
理
事
か
ら

は
、
病
気
の
治
療
に
制
限
を
設

け
る
こ
と
な
く
、
ど
こ
で
も
最

先
端
の
医
療
を
受
け
た
い
―
な

ど
と
連
帯
挨
拶
が
行
わ
れ
た
。

他
に
も
、　
人
に
上
る
衆
参
国

２６

会
議
員
や
、
患
者
・
医
療
団
体

か
ら
、
他
医
療
機
関
受
診
制

限
、
介
護
療
養
病
床
廃
止
撤
回

に
対
す
る
賛
同
書
、
メ
ッ
セ
ー

ジ
も
寄
せ
ら
れ
た
。

　
フ
ロ
ア
か
ら
は
、
入
院
中
の

他
医
療
機
関
受
診
に
対
す
る
規

制
に
つ
い
て
「『
合
議
』
で
精
算

す
る
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
気

が
か
り
で
あ
る
。
相
互
の
不
信

感
を
招
き
、
連
携
に
支
障
を
来

た
し
た
く
な
い
」「
透
析
で
病

院
に
入
院
中
の
患
者
の
リ
ハ
ビ

リ
通
院
が
激
減
し
、
心
配
し
て

い
る
」
な
ど
の
発
言
が
あ
り
、

危
惧
さ
れ
る
問
題
や
、
現
実
化

し
て
い
る
弊
害
が
生
々
し
く
語

ら
れ
た
。

　
さ
ら
に
「
入
院
中
の
患
者
さ

ん
の
他
医
療
機
関
受
診
の
規
制

の
撤
回
を
求
め
る
決
議
」「
介

護
療
養
病
床
廃
止
を
撤
回
し
必

要
な
医
療
と
介
護
が
提
供
で
き

る
よ
う
、
診
療
報
酬
、
介
護
報

酬
の
引
き
上
げ
を
求
め
る
決

議
」
を
採
択
し
た
。

鈴
木
副
理
事
長
が
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
を
報
告

　
保
団
連
病
院
・
有
床
診
対
策

部
会
部
員
で
も
あ
る
京
都
協
会

の
鈴
木
卓
副
理
事
長
か
ら
は
、

近
畿
２
府
４
県
に
あ
る
、
精
神

病
床
を
中
心
に
持
つ
病
院
を
対

象
に
し
た
、
他
医
療
機
関
受
診

の
必
要
性
及
び
入
院
料
の
減
算

規
定
に
係
る
緊
急
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
結
果
が
報
告
さ
れ
た
。

　
精
神
科
入
院
中
で
透
析
治
療

が
必
要
な
患
者
で
、
月
の
お
よ

そ
半
数
の
入
院
料
が
減
算
。
医

療
機
関
が
経
営
的
に
も
非
常
に

困
難
な
状
況
に
さ
ら
さ
れ
て
い

る
具
体
例
も
提
示
し
、
調
査
か

ら
は
、
入
院
中
の
他
医
療
機
関

受
診
は
必
要
な
ケ
ー
ス
が
非
常

に
多
い
こ
と
。
入
院
料
　
％
減

３０

算
規
定
は
そ
の
根
拠
が
不
明
な

こ
と
。　
％
減
算
は
、
そ
の
額

７０

が
外
来
診
療
費
の
実
態
額
に
相

応
し
て
い
な
い
こ
と
―
が
明
ら

か
に
な
っ
た
と
鈴
木
氏
は
報

告
。
入
院
中
の
他
医
療
機
関
受

診
に
つ
い
て
は
、
制
限
を
加
え

る
こ
と
な
く
認
め
る
べ
き
で
あ

り
、
根
拠
な
き
減
算
規
定
は
即

刻
撤
廃
さ
れ
る
べ
き
と
訴
え

た
。（
調
査
結
果
は
左
掲
）

課
題
」
で
は
、
元
財
務
官
僚
で

も
あ
る
村
上
正
泰
氏
（
山
形
大

学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
医
療

政
策
学
講
座
教
授
）
が
、
社
会

保
障
費
の
財
源
論
に
触
れ
、
消

費
税
だ
け
を
社
会
保
障
の
財
源

に
す
る
こ
と
は
、
消
費
税
の
収

入
の
伸
び
に
社
会
保
障
費
を
合

わ
せ
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て

し
ま
い
、
消
費
税
の
収
入
が
伸

び
な
け
れ
ば
、
社
会
保
障
費
を

抑
制
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
仕
組
み
を
生
み
出
す
こ
と

に
な
り
危
険
、
と
警
鐘
を
鳴
ら

　
１
、
調
査
方
法

　
対
象
は
、
近
畿
地
方
２
府
４
県

で
、
保
持
す
る
病
床
の
半
数
以
上

が
精
神
病
床
で
あ
る
１
３
０
病

院
。
ア
ン
ケ
ー
ト
は
２
０
１
０
年

７
月
８
日
付
で
送
付
。
２
０
１
０

年
８
月
　
日
ま
で
に
　
病
院
よ
り

１２

７７

回
答
が
あ
っ
た
（
回
収
率
　
％
）。

５９

　
２
、
回
答
病
院
の
形
態

　
回
答
を
寄
せ
た
病
院
は
、
精
神

病
棟
の
み
が
　
病
院
（
　
％
）、
精

６２

８１

神
病
棟
と
一
般
病
棟
の
組
み
合
わ

せ
が
７
病
院
（
９
％
）、
精
神
病
棟

と
そ
の
他
病
棟
の
組
み
合
わ
せ
が

８
病
院（
　
％
）で
あ
っ
た（
図
１
）。

１０

　
３
、
他
医
受
診
の
必
要
性

　「
精
神
病
棟
」に
入
院
中
の
患
者

に
つ
い
て
、
専
門
外
等
の
理
由
に

よ
る
他
医
療
機
関
受
診
が
必
要
な

ケ
ー
ス
が
あ
る
か
ど
う
か
を
尋
ね

た
。
　「
よ
く
あ
る
」と
回
答
し
た
の
は

　
病
院
（
　
％
）、「
あ
る
」
と
回

４９

６４

答
し
た
の
は
　
医
療
機
関
（
　

２３

３０

％
）、「
多
く
は
な
い
が
あ
る
」
と

回
答
し
た
の
は
３
医
療
機
関
（
４

％
）
で
あ
っ
た
。
実
に
　
％
の
病

９８

診
し
た
際
の
入
院
料
減
算
規
定
に

つ
い
て
、　
％
減
算
の
場
合
は
そ

３０

の
根
拠
が
不
明
な
こ
と
。　
％
減

７０

算
の
場
合
は
そ
の
額
が
外
来
診
療

費
の
実
態
に
相
応
し
て
い
な
い
こ

と
―
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　
７
、
寄
せ
ら
れ
た
実
際
例

　
保
団
連
は
、
入
院
中
の
他
医
療

機
関
受
診
の
必
要
例
や
制
限
に
よ

り
困
っ
た
事
例
の
収
集
を
こ
の
間

行
っ
て
い
る
。
京
都
協
会
に
も
多

数
例
寄
せ
ら
れ
（
別
添
資
料
参

照
）、
精
神
科
の
病
院
か
ら
は
「
他

医
療
機
関
で
週
３
回
程
度
透
析
治

療
が
必
要
」
な
事
例
が
、
実
際
の

レ
セ
プ
ト
の
写
し
と
と
も
に
寄
せ

ら
れ
た
（
図
６
）。

　
通
常
、
透
析
治
療
の
み
で
は
入

院
と
な
ら
な
い
た
め
、
転
院
で
き

ず
、
他
医
療
機
関
受
診
で
対
応
せ

ざ
る
を
得
な
い
事
例
で
あ
る
。
患

者
を
包
括
病
棟
か
ら
出
来
高
病
棟

に
転
棟
さ
せ
、
何
と
か
減
算
を
　３０

％
に
抑
え
て
対
応
し
て
い
る
が
、

今
後
、
透
析
治
療
が
必
要
な
患
者

を
新
規
の
入
院
で
受
け
入
れ
る
こ

と
が
困
難
な
状
況
で
あ
る
―
と
悲

鳴
を
上
げ
て
い
る
。

は
０
で
あ
っ
た
。
残
り
　
病
院
は

１１

無
回
答
も
し
く
は
回
答
不
要
（
包

括
病
棟
を
持
た
な
い
）
の
病
院
で

あ
っ
た
。
他
医
療
機
関
を
受
診
を

し
た
と
し
て
も
、
外
来
側
で
の
診

療
費
は
入
院
料
の
　
％
に
達
し
て

７０

い
な
い
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る

と
言
え
る
（
図
５
）。

　「
　
％
減
算
」
が
、
実
際
に
他
医

７０
療
機
関
受
診
が
行
わ
れ
た
際
に
、

外
来
で
行
わ
れ
る
医
療
内
容
の
実

態
以
上
の
額
で
あ
り
、
必
要
以
上

に
減
算
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
っ
た
。

　
６
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果

　
精
神
病
床
を
中
心
に
持
つ
病
院

な
ぜ
減
算
さ
れ
る
の
か
、「
　
％
」

３０

と
い
う
数
字
が
ど
の
よ
う
な
根
拠

に
よ
る
も
の
か
、
納
得
で
き
な
い

ま
ま
、
制
度
に
従
わ
ざ
る
を
得

ず
、
減
算
請
求
し
て
い
る
の
が
現

状
で
あ
る
（
図
４
）。

　
一
方
、
入
院
料
　
％
減
算
が

３０

「
妥
当
」で
あ
る
と
回
答
し
た
病
院

は
皆
無
で
あ
っ
た
。

　
な
お
、
そ
の
他
の
回
答
が
３
件

寄
せ
ら
れ
た
。「（
他
医
療
機
関
受

診
の
制
限
の
）廃
止
が
妥
当
」「
病

院
は
す
べ
て
総
合
診
療
科
を
持
た

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
」な
ど
、

制
度
に
批
判
的
な
内
容
で
あ
り
、

減
算
に
理
解
を
示
す
よ
う
な
内
容

で
は
決
し
て
な
か
っ
た
。

　
５
、　
％
減
算
に
つ
い
て

７０

　
最
後
に
、
精
神
療
養
病
棟
等
包

括
病
棟
入
院
中
の
患
者
が
他
医
療

機
関
を
外
来
受
診
し
、
外
来
側
で

行
わ
れ
た
診
療
行
為
が
、
入
院
料

に
包
括
さ
れ
て
い
る
場
合
、
入
院

料
の
　
％
が
減
算
さ
れ
る
が
、
実

７０

際
に
外
来
側
で
行
わ
れ
る
診
療
行

為
の
額
は
、
入
院
料
の
　
％
に
相

７０

当
す
る
額
な
の
か
ど
う
か
を
尋
ね

た
。
　
外
来
側
で
の
診
療
行
為
が
「
入

院
料
の
　
％
に
達
し
な
い
こ
と
が

７０

多
く
、　
％
は
減
算
し
過
ぎ
」
と

７０

回
答
し
た
の
が
　
病
院
（
　
％
）

６６

８８

で
あ
っ
た
が
、「
　
％
程
度
」「
　

７０

７０

％
を
上
回
る
」
と
回
答
し
た
病
院

院
が
、
他
医
療
機
関
受
診
が
必
要

な
ケ
ー
ス
に
遭
遇
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
っ
た
（
図
２
）。

　
一
方
「
な
い
」
と
回
答
し
た
の

は
１
病
院
（
１
％
）
の
み
で
あ
り
、

一
般
病
棟
を
併
せ
持
つ
病
院
で

あ
っ
た
。

　
精
神
病
棟
単
独
の
場
合
と
、
他

の
病
棟
を
併
せ
持
つ
場
合
と
を
比

較
し
た
。
一
般
病
棟
を
併
せ
持
つ

病
院
の
場
合
「
よ
く
あ
る
」
と
い

う
回
答
と
「
あ
る
」
と
い
う
回
答

と
が
同
数
（
３
病
院
、　
％
）
と

４３

な
っ
た
。一
方
、精
神
病
棟
単
独
の

病
院
や
、
他
病
棟
併
設
で
あ
っ
て

も
一
般
病
棟
以
外
を
併
設
し
て
い

る
病
院
の
場
合
に
は「
よ
く
あ
る
」

と
の
回
答
が
、「
あ
る
」
と
の
回
答

を
大
き
く
上
回
っ
た
。
精
神
病
棟

単
独
の
病
院
で
は
６
割
以
上
が
、

一
般
病
棟
以
外
を
併
設
し
て
い
る

病
院
で
は
実
に
９
割
近
く
が
「
よ

く
あ
る
」
と
回
答
し
て
い
る
（
図

３
）。
精
神
科
の
専
門
性
か
ら
、

一
般
病
棟
を
併
設
し
て
い
な
い
病

院
で
は
特
に
、
他
の
専
門
科
へ
の

対
応
が
非
常
に
難
し
い
と
い
う
現

状
が
結
果
と
し
て
表
れ
て
い
る
。

　
４
、　
％
減
算
規
定
に
つ
い
て

３０

　
次
に
、
精
神
病
棟
入
院
基
本
料

等
出
来
高
病
棟
入
院
中
の
患
者
が

他
医
療
機
関
を
外
来
受
診
し
た
場

合
、
及
び
、
精
神
療
養
病
棟
等
包

括
点
数
を
算
定
す
る
病
棟
の
患
者

が
他
医
療
機
関
を
外
来
受
診
し
、

外
来
側
で
行
っ
た
診
療
行
為
が
入

院
料
に
包
括
さ
れ
て
い
る
項
目
で

な
い
場
合
、
そ
の
日
の
入
院
料
が

　
％
減
算
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い

３０て
、
考
え
方
を
尋
ね
た
（
複
数
回

答
）。
　
最
も
多
か
っ
た
の
は
「
診
療
行

為
が
重
複
し
て
い
な
い
の
に
な
ぜ

減
算
さ
れ
る
の
か
わ
か
ら
な
い
」

で
、　
病
院
（
　
％
）
が
回
答
し

６８

８８

た
。「
　
％
減
算
と
さ
れ
て
い
る

３０

数
字
の
根
拠
が
わ
か
ら
な
い
」
も

　
病
院
（
　
％
）
あ
っ
た
。
入
院

４７

６１

料
を
　
％
減
算
さ
れ
る
の
は
、
医

３０

療
内
容
が
重
複
し
て
い
な
い
場
合

で
あ
る
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、

で
は
、
精
神
科
と
い

う
極
度
な
専
門
性
か

ら
、
自
院
で
担
え
る

医
療
内
容
が
自
ず
と

限
定
さ
れ
る
た
め
、

入
院
中
で
あ
っ
て
も

他
医
療
機
関
受
診
が

必
要
な
ケ
ー
ス
が
非

常
に
多
い
こ
と
。
精

神
病
床
入
院
中
の
患

者
が
や
む
を
得
ず
他

医
療
機
関
を
外
来
受

精神病棟入院中の患者の他医療機関受診
の必要性及び入院料の減算規定に係る緊急アンケート調査結果

精
神
病
床
の
他
医
受
診
は
避
け
ら
れ
な
い
！
  減
算
規
定
撤
廃
を

図６ 減算レセプトの実際例（抜粋）
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保
団
連
　
病
院
・
有
床
診
療
所
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

入
院
患
者
の
他
医
受
診
制
限
は
撤
廃

入
院
患
者
の
他
医
受
診
制
限
は
撤
廃
をを



京 都 保 険 医 新 聞（３）２０１０年（平成２２年）１０月２０日 第２７６４号昭和 ２６ 年３月５日第三種郵便物認可毎月 ５ 日 ・ ２０ 日 ・ ２５ 日発行

協会共済制度委託の関係会協会共済制度委託の関係会社社

ソニー生命保険
株式会社

富国生命保険
相互会社

明治安田生命
保険相互会社

三井生命保険
株式会社

６４５億円
（３８０億円）

７０５億円
（７５６億円）

２,９１４億円
（３,２９３億円）

４７８億円
（△１,０８４億円）

基礎利益

５,６３４億円
（５,３２６億円）

６,１５７億円
（５,１６１億円）

３兆５,００６億円
（２兆９,０３５億円）

３,８９２億円
（３,００６億円）

純資産額

２,６３７.３％
（２,０６０.５％）

１,１２７.６％
（１,００８.４％）

１,１８７.５％
（１,０９８.７％）

７０２.１％
（６０２.０％）

ソルベンシー・
マージン比率※２

A+A-A-BBB-格付け（S＆P）
株式会社京都銀行

１２.０４％　（１１.７５％）国内基準
（４％以上）

自己資本比率
１４.９４％　（１３.１２％）国際統一基準

（８％以上）

１,４５２億円　（１,１６９億円）　残高開示債権の
引当・保全状況 ８６.８％　 （８７.５％）カバー率

１５５億円　（１００億円） 当期純利益

７兆１,０４１億円　（６兆６,７３１億円） 総資産

A+格付け（R＆I）

　京都銀行は引き続き、高水準を維持。平成２０年４月より第３次中期経営計画
「し・ん・か」を推進し、経営ビジョンである「広域型地方銀行～利便性の高い銀行
～」のもと、「企業真価の向上と地域社会との共感・共生」を基本方針に掲げ、一
層の成長・発展を目指している。また、京都府保険医協会との斡旋融資制度でも
健闘している。

三井住友海上火災保険株式会社株式会社損害保険ジャパン

１兆２,０３７億円　（１兆２,３９３億円） １兆２,５８８億円　（１兆２,９０４億円） 正味収入保険料

７０.３％　（６９.５％） ７３.９％　（７０.３％） 正味損害率

１０４.８％　（１０３.５％）  １０８.０％　（１０４.８％） コンバインド･ 
レシオ※１

２５４億円　（４６５億円）  　４２７億円　（△７３９億円）  当期純利益

  １兆２,０５３億円　（９,４１４億円）    　　     ８,２０１億円　（６,１５７億円）　  純資産額

８３９.４％　（６９２.８％）８００.０％　（６２８.５％）ソルベンシー･
マージン比率※２

AAAA格付け（R＆I）

　日本経済は一部で緩やかな回復の動きが見られたものの、企業収益の本格的な改善に至らず、
低調に推移した。損害保険業界もこのような景気動向に加え、自動車・火災保険の低迷から保険料
収入が減少した。このような中、協会関係各社は世界トップ水準の保険金融グループを目指し持続
的な成長と企業価値の向上を行うため経営統合を進めている。金融市場の厳しい状況下にありなが
らも、十分な純資産を保持し、ソルベンシー・マージン比率も引き続き健全な水準を保っている。

※１損害保険会社の保険本業での「収益力」を示す指標。正味損害率と正味事業比率の合算値。一般的にこの
値が低いほど保険会社の収益性が高いといわれている。

※２通常の予測を超えて発生するリスク（大災害等）に対応できる「支払余力」を有しているかを判断する行
政監督上の指標のひとつ。この比率が２００％を下回った場合、監督当局により早期是正措置がとられる。

　０８年秋の金融危機後に急落した株価が回復したこと等で、資産運用益は大幅に改善。販売戦略や経営体
力により、業績回復のペースには差があるものの、全社が黒字を確保した。リスクの備えとしての責任準備
金は十分な水準を維持し、経営の健全性を示すソルベンシー・マージン比率も改善している。１２年３月期決
算よりソルベンシー・マージン比率の厳格化などを柱とした保険業法施行規則などが一部改正されるが、金
融庁は１１年３月期より先行導入を促しており、より一層の健全性向上に向けた資産運用に取り組んでいる。

２００９年度決算も健全経営を維持

 ◆◆斡旋融資制斡旋融資制度度

 ◆◆保険医年金制保険医年金制度度

 ◆◆医師賠償責任保険・休業補償制医師賠償責任保険・休業補償制度度

【解説】格付けについて
 Ｒ＆Ｉ 　格付投資情報センター
　保険金支払能力に対する格付けは、保険会社の保険債務が約定通り支払われる確実性につ
いてのＲ＆Ｉの意見であり、個々の保険契約の支払いの程度に対する意見ではない。
　ＡＡ……保険金支払能力は極めて高く、優れた要素がある。 
　Ａ………保険金支払能力は高く、部分的に優れた要素がある。
　プラス（＋）、マイナス（－）表示…ＡＡ格からＣＣＣ格については、上位格に近いもの
にプラス、下位格に近いものにマイナス表示をすることがある。
 Ｓ＆Ｐ 　スタンダード＆プアーズ
　発行体格付けは、証券の購入、売却、または保有を奨めるものではなく、また、時価や特
定の投資家に対するその証券の適合性について言及するものでもない。
　Ａ………債務を履行する能力は高いが、上位二つの格付けに比べ、事業環境や経済状況の
悪化からやや影響を受けやすい。
　ＢＢＢ……債務を履行する能力は適切であるが、事業環境や経済状況の悪化によって債務
履行能力が低下する可能性がより高い。
　プラス記号（＋）、マイナス記号（－）…「ＡＡ」から「ＣＣＣ」までの格付けには、プ
ラス記号またはマイナス記号が付されることがあり、それぞれ各カテゴリーの中での相対的
な強さを表す。

　保険医協会の各種共済制度を委託している関係会社より２００９年
度の決算が発表されました。各会社の状況は以下の通りです（カッ
コ内は２００８年度の数値）。

　
遺
族
が
受
給
す
る
年
金
型
生

命
保
険
金
の
う
ち
、
相
続
税
の

課
税
対
象
と
な
っ
た
部
分
に
つ

い
て
、
所
得
税
の
課
税
対
象
と

な
ら
な
い
と
す
る
最
高
裁
判
決

が
２
０
１
０
年
７
月
に
出
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
今
後
、
取
り
扱

い
を
変
更
し
、
平
成
　
年
分
か

１７

ら
平
成
　
年
分
の
５
年
分
に
つ

２１

い
て
、
所
得
税
を
納
め
過
ぎ
た

方
に
還
付
す
る
方
向
を
国
税
庁

が
　
月
１
日
発
表
し
た
。

１０

　
保
険
医
年
金
も
対
象
と
な
る

た
め
、
財
務
省
・
国
税
庁
か
ら

の
通
知
の
概
略
を
お
知
ら
せ
す

る
。
な
お
、
生
命
保
険
会
社
は

財
務
省
・
国
税
庁
か
ら
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
の
提
示
を
受
け
た
後

に
具
体
的
な
作
業
に
入
る
た

め
、
該
当
者
個
々
へ
の
ご
案
内

は
今
し
ば
ら
く
お
待
ち
い
た
だ

き
た
い
。

１
、
対
象
年
分

　
平
成
　
年
分
～
平
成
　
年
分

１７

２１

　
平
成
　
年
分
以
前
は
特
別
な

１６

還
付
措
置

２
、
対
象
と
な
る
納
税
者

　
相
続
、
贈
与
等
に
よ
り
取
得

し
た
生
命
保
険
契
約
や
損
害
保

険
契
約
に
係
る
年
金
を
受
給
し

て
い
る
方
で
、
所
得
税
が
源
泉

徴
収
さ
れ
て
い
る
方

３
、
対
象
と
な
る
保
険
契
約
等

　
生
命
保
険
会
社
、
旧
簡
易
保

険
、
損
害
保
険
会
社
、
Ｊ
Ａ
共

済
、
全
労
済
で
の
取
扱
と
な
る

年
金
で

　
①
年
金
形
式
で
受
給
し
て
い

る
死
亡
保
険
金

　
②
学
資
保
険
の
保
険
契
約
者

が
死
亡
し
た
こ
と
に
伴
い
受
給

す
る
養
育
年
金

　
③
個
人
年
金
保
険
契
約
に
基

づ
く
年
金

４
、
税
務
上
の
取
り
扱
い
の
変

更
　
各
年
の
「
保
険
年
金
」
を
所

得
税
の
課
税
部
分
と
非
課
税
部

分
に
振
り
分
け
、
課
税
部
分
の

所
得
金
額
（
課
税
部
分
の
年
金

収
入
額
―
課
税
部
分
の
支
払
保

険
料
）に
の
み
所
得
税
を
課
税
。

　「
保
険
年
金
」を
支
給
の
初
年

は
全
額
非
課
税
で
、
２
年
目
以

降
、
非
課
税
部
分
が
徐
々
に
減

少
し
て
い
く
簡
易
な
計
算
方
法

に
よ
り
所
得
税
非
課
税
部
分
を

算
定
し
て
い
く
。

　
支
給
開
始
年
か
ら
終
了
年
に

向
け
て
、
非
課
税
部
分
は
段
階

的
に
減
少
し
て
い
く
こ
と
に
な

る
。

５
、
法
令
改
正
の
手
順

　
　
月
下
旬
に
所
得
税
法
施
行

１０
令
を
改
正
す
る
と
と
も
に
、
法

令
解
釈
通
達
を
発
遣
し
、
取
り

扱
い
を
変
更
。

　
取
扱
変
更
後
、
所
得
税
の
還

付
の
手
続
き
が
可
能
。

６
、
対
象
と
な
る
納
税
者
へ
の

案
内

　
取
扱
変
更
後
、
生
命
保
険
会

社
等
か
ら
、
国
税
庁
作
成
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
と
併
せ
て
還
付
手

続
き
に
必
要
と
な
る
年
金
情
報

等
が
個
別
に
通
知
さ
れ
る
予

定
。

７
、
対
象
と
な
る
納
税
者
の
還

付
手
続
き

　
所
得
税
を
納
め
過
ぎ
と
な
っ

て
い
る
場
合
、「
更
生
の
請
求
」

か
「
確
定
申
告
（
還
付
申
告
）」

８
、
対
象
と
な
ら
な
い
納
税
者

　
各
年
の
所
得
税
の
申
告
状
況

等
に
よ
り
、
既
に
保
険
年
金
に

係
る
源
泉
徴
収
税
の
全
額
が
還

付
さ
れ
て
い
る
納
税
者

９
、
所
得
税
の
還
付
手
続
き
の

期
限

　
①
更
生
の
請
求
（
対
象
と
な

る
年
分
の
所
得
に
つ
い
て
、
既

に
確
定
申
告
し
て
い
る
方
）

　
※
取
扱
い
の
変
更
を
知
っ
た

日
の
翌
日
か
ら
２
カ
月
以
内
に

行
う
。

　
→
「
取
扱
い
の
変
更
を
知
っ

た
日
」
と
は
、
納
税
者
が
取
扱

い
の
変
更
を
実
際
に
知
っ
た
日

　
※
税
務
署
が
減
額
更
正
で
き

る
期
間
は
、
原
則
と
し
て
申
告

書
が
提
出
さ
れ
た
日
か
ら
５
年

間　
②
確
定
申
告
（
還
付
申
告
）

（
対
象
と
な
る
年
分
の
所
得
に

つ
い
て
確
定
申
告
を
し
て
い
な

い
方
）

　
※
申
告
す
る
年
分
の
翌
年
１

月
１
日
か
ら
５
年
を
経
過
す
る

日
ま
で

　
、
還
付
額
の
計
算
方
法

１０　
①
各
年
の
保
険
年
金
の
金
額

を
課
税
部
分
と
非
課
税
部
分
に

振
り
分
け
る
。

　
　
　
↓

　
②
各
年
の
保
険
年
金
の
課
税

部
分
に
係
る
所
得
（
課
税
部
分

の
年
金
収
入
額
　
課
税
部
分
の

支
払
保
険
料
）
を
納
税
者
の
他

の
所
得
と
合
算
し
て
、
取
扱
い

変
更
後
の
所
得
税
額
を
算
出
。

　
　
　
↓

　
③
取
扱
い
変
更
前
の
納
付
済

み
所
得
税
額
か
ら
取
扱
い
変
更

後
の
所
得
税
額
を
差
し
引
い
て

還
付
額
を
算
出
。（
図
参
照
）

　
、
平
成
　
年
分
以
前
の
「
保

１１

１６

険
年
金
」
に
係
る
所
得
税
の

還
付

　
所
得
税
の
還
付
請
求
権
が
消

滅
し
て
い
る
平
成
　
年
分
以
前

１６

の
納
税
分
に
つ
い
て
も
、
救
済

措
置
を
と
る
。

　
た
だ
し
、
税
務
署
に
お
け
る

確
定
申
告
書
等
の
保
存
期
間
や

民
法
の
債
権
の
消
滅
時
効
の
期

間
等
を
踏
ま
え
、
平
成
　
年
分

１２

以
降
平
成
　
年
分
以
前
の
「
保

１６

険
年
金
」
に
係
る
所
得
税
に
つ

い
て
特
別
な
還
付
措
置
を
と
る

方
向
で
検
討
。

　
過
去
５
年
を
超
え
て
救
済
す

る
特
別
な
還
付
措
置
の
内
容

（
還
付
金
額
の
算
定
方
法
等
）に

つ
い
て
は
、
税
制
調
査
会
で
の

議
論
を
経
て
、
年
末
に
結
論
を

得
る
方
針
。

　
、
還
付
手
続
き
に
当
た
っ
て

１２
の
サ
ポ
ー
ト
体
制

　
①
電
話
相
談
：
税
務
署
に
専

用
窓
口
を
設
け
、
職
員
が
対
応

　
②
税
務
署
窓
口
相
談
：
事
前

予
約
制
に
よ
り
相
談
に
対
応

　
③
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：

還
付
の
対
象
と
な
る
か
否
か
を

簡
単
に
判
定
で
き
る
フ
ロ
ー

チ
ャ
ー
ト
や
Ｑ
＆
Ａ
な
ど
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
、
還
付
手
続
き
の

詳
細
な
説
明
や
手
続
き
に
必
要

な
各
種
様
式
の
ほ
か
、
納
税
者

の
方
ご
自
身
が
自
宅
で
簡
単
に

還
付
額
の
計
算
を
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
年
金
所
得
の
計

算
の
た
め
の
簡
易
ソ
フ
ト
を
掲

載

相続または贈与等に係る生命保険契約等に

基づく年金の税務上の取り扱いについて
２０１０年１０月１日　財務省・国税庁の通知より

年
金
型
生
保
の
二
重
課
税
問
題
に
つ
い

年
金
型
生
保
の
二
重
課
税
問
題
に
つ
い
てて



京 都 保 険 医 新 聞 ２０１０年（平成２２年）１０月２０日第２７６４号 （４）昭和 ２６ 年３月５日第三種郵便物認可 毎月 ５ 日 ・ ２０ 日 ・ ２５ 日発行

保険医協会 行事のお知ら保険 医 協会 行 事のお知ら せせ お申し込みは京都府保険医協会事務局お申し込みは京都府保険医協会事務局 （（緯緯０７５０７５ --２１２ ２１２ --８８７７ ８８７７）） までまで

　テキスト　『在宅医療点数の手引』２０１０年度改定版（３,０００円）
  　※１０月６日発行（希望者への有料販売）

　日　時　１０月３０日（土）午後２時～４時３０分
　場　所　京都府保険医協会　会議室
　主　催　京都府保険医協会
　協　賛　有限会社アミス
　参加費　会員医療機関：無料　非会員医療機関：５,５００円
 ※『在宅医療点数の手引』好評発売中。

　７０例以上のレセプト作成見本も掲載しています。

　日　時　１１月１３日（土）午後４時３０分～
　場　所　京都ブライトンホテル　地階「芳樹の間」
  （上京区新町通中立売　緯０７５ 崖 ４４１ 崖 ４４１１）
　解　説　「肺移植の現状」
　講　師　京都大学大学院　医学研究科器官外科学講座呼吸器外科学教授
 榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎 伊達 洋至 氏　　　　　
　共　催　京都外科医会　京都府保険医協会　大日本住友製薬株式会社
　会　費　３,０００円（講演会のみ１,０００円）を当日受付で徴収します。学術講演会終了

後、情報交換会を予定しています。会員外の出席歓迎。

　大変ご好評をいただいている研修会を、今回は北部会場で開催します。申し込み後
にキャンセルする場合もご連絡をお願いします。

　日　時　１１月１３日（土）午後２時１５分～４時１５分
　場　所　舞鶴西総合会館林業センター　会議室
  （舞鶴市南田辺１　緯０７７３ 崖 ７５ 崖 ２２５０）
　研修内容　仕事の進め方・仕事の管理の基本・個人の目標と組織の目標との調和、コ

ミュニケーションの取り方等、ゲーム形式で体験しながら楽しく学びます。
　講　師　茂木 治子 氏（元日本航空客室乗務員）
　定　員　６０人　　協　賛　有限会社アミス

　パスタマシーンを使った本格パスタのほか、ご家族にお土産用のお手軽スイーツを
教えていただきます。毎回、多くの女性にもご参加いただいています。
　先生、ご家族、従業員の方など、お誘い合わせの上ご参加下さい！

　日　時　１１月２０日（土）午後２時～４時３０分
　場　所　大阪ガスクッキングスクール京都
  （ＪＲ丹波口駅から西へ徒歩５分、大阪ガスディリパ京都内１階）
　メニュー　◇たっぷりきのこのタリアテッレ（卵を加えて作る平打ちパスタ）◇手

打ちパスタのフレッシュトマトソース（手で伸ばすタイプのパスタ）◇
鶏肉のグリル　サラダ仕立て◇ニューヨークチーズケーキ（直径１２㎝、
１人１台お持ち帰り）◇紅茶またはコーヒー

　参加費　２,０００円　　定　員　先着２４人

　日　時　１１月２１日（日）　午前９時～午後２時（予定）
　　※当日の天気予報の降水確率が６０％以上の場合は中止
　集　合　①午前９時・京都駅ＪＲ奈良線（８番線）先頭車両付近
  　（京都駅９時１９分発・奈良行き みやこ路快速に乗車）
  ②午前１０時１８分　ＪＲ笠置駅
　行　程　約１３km・約５時間

ＪＲ京都駅＝ＪＲ（木津・加茂にて乗換）＝笠置駅－１.５km－布目川発電所－
０.５km－飛鳥路入口－３km－柳生（家老屋敷・一刀石・陣屋跡・疱瘡地蔵・
十兵衛杉などを見学／約３km）－１.５km－阿対の石仏－２km－笠置寺（磨崖
仏見学後に体力に余裕のある方は、行場めぐり。疲れた方は、もみじ公園
でのんびりと紅葉狩り）－１.５km－笠置駅＝ＪＲ京都駅

　参加費　無料・交通費自弁（笠置駅までの乗車券をお買い求めください。京都－笠
置：８２０円）昼食・飲物・雨具などは各自ご用意ください。

　共　催　京都府保険医協会　京都府歯科保険医協会

中級コース「医院・診療所での接遇マナー研修会」in 舞鶴

外科診療内容向上会（京都外科医会１１月例会）

料理教室「手打ちパスタとお手軽スイーツセット♪」

第２０回環境ハイキング 秋色の南山城散策（笠置・柳生の里周遊）

知っておきたい「在宅医療点数」の基礎知識（説明会）

　社団法人日本アロマ環境協会認定アロマテラピーインストラクターを講師に、アロ
マテラピーをうまく生活に取り入れ、リラクゼーションやストレスケア、そして美容
にと役立てる方法を講習します。皆様お誘い合わせの上、ご参加下さい。
　内　容　①アロマテラピーとは ②アロマテラピーの基礎知識

③アロマルームスプレーの作製 ④実践！ハンドマッサージ
　日　時　１２月１１日（土）午後２時～４時３０分
　場　所　京都府保険医協会　会議室
　講　師　吉田 由起子 氏（社団法人日本アロマ環境協会認定
  アロマテラピーインストラクター）
　参加費　１,０００円　　定　員　先着２０人
　共　催　京都府保険医協会　有限会社アミス

文化講習会「アロマテラピー講座」― アロマで元気に美しく

コースの説明　今回は南山城・笠置より出発、布目川渓谷を遡り、奈良県・柳生の
里を見学。巨大な磨崖仏や南北朝時代の故事で知られる笠置寺へと周遊します。
　昼食は各自ご準備ください。柳生の里内での外食も可能ですが、一同青空の下で
食べたいものです。ＪＲ乗車券は笠置までを購入してください。歩行距離が気にな
られる方は、タクシーで柳生の里まで行き、周囲の散策や買い物などしつつ歩き組
の到着を待ち、帰りの概ね下り路のみを歩かれることも可能です（海抜は笠置５０ｍ、
柳生２５０ｍであり急な坂道はありません）。暖秋になることの多い昨今、少々紅葉に
は早い可能性が高いと存じますが、それなりに秋の田舎の風情が楽しめることで
しょう。笠置寺もみじ公園の錦秋は圧巻ですよ。

　講　師　京都府国民健康保険診療報酬審査委員会委員
  坂口循環器科内科医院院長　坂口 佳司 氏
　日　時　１１月６日（土）午後３時～５時
　場　所　京都府保険医協会　会議室
　共　催　京都府保険医協会　フクダ電子京滋販売株式会社

※今回の研究会のみ、保険医専用サイトでの動画配信はありません。

第６３７回 社会保険研究会
「カテーテル、ペースメーカー関連のレセプト作成の留意事項」

＜講師のコメント＞
　循環器疾患に対するカテーテル検査、ＰＣＩ手術、電気生理学的検査、アブレー
ション手術の診療報酬請求に関しては、多くの場合、「医科点数表の解釈」に定めら
れているところでありますが、実際の現場においては、症例の病状は多種多様で、
用いられる手技、医用材料も一定の定めに収まるものではありません。特に、保険
者は、既定の「数」の原理により、問題を提議し再審査を要求してくるのが現状で
す。従って、厳密に定められたとおりに請求に対しての審査を行えば、多くの査定
を生まなければならないわけですし、それを考慮して萎縮診療を行えば、人命に直
結することにもなりかねません。
　以上の問題を踏まえ、適切なレセプトを提出していただくための審査委員として
の希望を中心にお話をさせていただきます。

　豊臣秀吉は低い身分の武士の家に生まれたにもかかわらず、持ち前の才気によっ
て、日本歴史上最もその身分を上昇させた人である。秀吉の人柄には注目すべきいく
つかの特徴がある。その中でおねや淀殿など、秀吉を取り巻く女性たちと秀吉との関
係を軸に、女性史の立場から明らかになった事実を紹介してみたい。

　日　時　１１月７日（日）
　場　所　豊国神社（東山区大和大路通正面茶屋町５３０）
　内　容　①午後１時３０分～２時３０分
  　「拝殿での参拝後、豊国神社の神職
   による由緒の説明と宝物館の見学」
  ②午後２時３０分～４時３０分
　   講座　「豊臣秀吉が愛した女性たち
    　～北政所と淀殿～」
　   講師　京都橘大学文学部教授
    　　　　田端 泰子 氏
　参加方法　①及び②どちらからでも参加いただけます。
　定　員　先着３０人（要申込）　　参加費　無料
　主　催　京都府保険医協会

第８回 文化講座 ～歴史編～

　度重なる診療報酬のマイナス改定や患者負担の増加で、開業してからも経営が黒字
化するまでの期間が以前に比して長くかかるようになってきています。京都府保険医
協会ではこのような状況下で開業を考えておられる先生方を対象に、新規で開業する
際にあらかじめ知っておくべき内容について講習会を開催いたします。
　講師は、保険医協会の制度融資協定先である京都銀行法人部の山下部長代理、新規
開業を数多く手がけている廣井税理士、先輩開業医の濱口先生です。
　協会の新事務所会議室で開催いたしますので多数のご参加をお待ちしています。

　日　時　１１月７日（日）午後１時～
　場　所　京都府保険医協会　会議室
　内　容　①銀行融資を受ける際の留意点
  　―資金計画・事業計画の立て方・審査のポイント
   　京都銀行法人部業種別専門営業部　部長代理　山下　聡 氏
  ②開業後一日も早く軌道にのせるために―事前準備のポイント
   　廣井増生税理士事務所所長　廣井 増生 氏
  ③先輩開業医からのアドバイス
   　浜口キッズクリニック院長　濱口 賢子 氏
  ④地区医師会への入会手続き、保険医協会の共済制度について
　参加費　会員：無料　非会員：２,０００円
　定　員　３０人
　共　催　有限会社アミス

新規開業予定者のための講習会

豊国神社唐門（国宝）

（いずれか）
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前
回
は
、
カ
ル
テ
を
訂
正
す

る
こ
と
に
必
ず
し
も
問
題
が
あ

る
訳
で
は
な
い
が
、
そ
の
方
法

を
誤
る
と
改
竄
を
疑
わ
れ
る
こ

と
を
述
べ
ま
し
た
。

　
一
般
に
は
、
カ
ル
テ
に
虚
偽

の
記
載
を
追
記
し
た
場
合
に
改

竄
に
当
た
り
ま
す
が
、
事
実
の

追
記
で
あ
っ
て
も
改
竄
を
指
摘

さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

具
体
的
な
例
を
挙
げ
て
み
ま

し
ょ
う
。

　
①
十
分
に
患
者
に
説
明
を
し

て
、納
得
も
し
て
貰
っ
て
い
た
が
、

医
師
と
し
て
は
常
識
的
な
説
明

で
あ
っ
た
の
で
カ
ル
テ
に
記
載

を
し
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
後

悪

意

な

き

？

「

改

竄

」

う
が
、
大
病
院
な
ど
の
場
合
は

複
数
の
人
間
が
一
つ
の
カ
ル
テ

を
扱
い
ま
す
。
カ
ル
テ
を
コ

ピ
ー
す
る
こ
と
自
体
は
問
題
な

い
と
し
て
も
、
無
断
で
す
る
の

は
禁
止
事
項
と
し
て
い
た
だ
き

た
い
も
の
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
よ
う
に
医
療
機
関

側
に
悪
意
が
余
り
感
じ
ら
れ
な

い
ケ
ー
ス
で
も
、
改
竄
を
指
摘

さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
改
竄
が
裁
判
で
認
定
さ
れ

る
と
医
療
過
誤
が
な
い
に
も
関

わ
ら
ず
、
賠
償
命
令
が
出
た
判

例
も
あ
り
ま
し
た
。
当
た
り
前

の
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、
カ

ル
テ
の
扱
い
に
は
常
に
注
意
が

必
要
な
の
で
す
。

　
次
回
は
、
紛
争
時
の
患
者
さ

ん
の
反
応
に
つ
い
て
お
話
し
ま

す
。

日
に
医
師
は
念
の
た
め
、
カ
ル

テ
の
説
明
し
た
日
の
ペ
ー
ジ
に

「
リ
ス
ク
等
の
説
明
を
し
て
患

者
納
得
」と
加
筆
し
た
。た
だ
し

加
筆
日
を
明
記
し
な
か
っ
た
。

　
こ
の
場
合
、
ま
ず
加
筆
す
べ

き
で
は
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。

し
か
も
説
明
を
実
際
し
た
日
の

ペ
ー
ジ
に
追
記
し
て
、
更
に
加

筆
日
を
明
記
し
な
か
っ
た
の

は
、
後
で
言
い
訳
が
通
り
ま
せ

ん
。
医
師
に
し
て
み
れ
ば
事
実

の
追
記
に
過
ぎ
な
い
と
考
え
た

の
で
し
ょ
う
が
、
安
易
な
行
為

は
逆
効
果
で
す
。

　
②
本
来
、
入
院
カ
ル
テ
に
記

載
す
べ
き
事
項
を
、
外
来
カ
ル

テ
に
記
載
し
て
し
ま
っ
た
。
そ

こ
で
そ
の
日
の
内
に
入
院
カ
ル

テ
に
転
記
し
て
、
外
来
カ
ル
テ

の
そ
の
ペ
ー
ジ
を
破
棄
し
て
し

ま
っ
た
。

　
転
記
日
さ
え
明
記
す
れ
ば
、

そ
れ
自
体
に
問
題
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
外
来
カ
ル
テ
の
一
部
の

ペ
ー
ジ
を
破
棄
す
る
べ
き
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。「
誤
っ
て
書
い

た
の
で
入
院
カ
ル
テ
に
転
記
」

と
外
来
カ
ル
テ
に
追
記
し
て
、

そ
の
ま
ま
残
し
て
お
く
べ
き

だ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
③
紛
争
の
気
配
が
し
た
の

で
、
主
治
医
に
無
断
で
他
の
職

員
が
カ
ル
テ
コ
ピ
ー
を
取
っ
て

お
い
た
。
そ
れ
を
知
ら
な
い
主

治
医
は
カ
ル
テ
の
原
本
に
追
加

す
べ
き
事
項
を
記
載
し
た
。
後

で
照
合
し
た
際
に
原
本
と
コ

ピ
ー
が
違
う
と
指
摘
さ
れ
て
し

ま
っ
た
。

　
小
規
模
の
診
療
所
で
カ
ル
テ

が
一
元
管
理
さ
れ
て
い
る
の
で

あ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
事
態
に

な
る
こ
と
は
先
ず
な
い
で
し
ょ

学
岳

較
較
較
較
較

　
終
末
期
の
訪
問
看
護
で
の
点

滴
薬
剤
算
定
に
つ
い
て

　
Ｑ
、
在
宅
で
療
養
す
る
老
衰

の
高
齢
患
者
だ
が
、
い
よ
い
よ

食
べ
ら
れ
な
く
な
り
、
点
滴
で

補
液
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
医

師
が
毎
日
訪
問
す
る
わ
け
に
い

か
ず
、
介
護
保
険
で
訪
問
し
て

い
る
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

の
看
護
師
に
薬
剤
を
渡
し
点
滴

し
て
き
て
も
ら
お
う
と
思
う

が
、
こ
の
場
合
の
点
滴
薬
剤
の

費
用
は
ど
の
よ
う
に
算
定
す
る

の
か
。

　
Ａ
、
介
護
保
険
の
訪
問
看
護

で
は
算
定
で
き
ま
せ
ん
。
単
独

で
患
家
を
訪
問
す
る
看
護
師
が

点
滴
を
行
っ
た
場
合
の
請
求
に

つ
い
て
は
、
在
宅
患
者
訪
問
点

滴
注
射
指
示
書
を
発
行
し
、
Ｃ

０
０
５
―
２
在
宅
患
者
訪
問
点

滴
注
射
管
理
指
導
料
を
算
定
す

る
こ
と
で
、
レ
セ
プ
ト
の

「（
　
）
注
射
」
欄
の
「（
　
）
そ

３０

３３

の
他
」
欄
で
点
滴
薬
剤
を
算
定

す
る
方
法
が
あ
り
ま
す
が
、
こ

の
算
定
方
法
は
医
療
保
険
の
訪

問
看
護
に
し
か
認
め
ら
れ
て
い

ま
せ
ん
。

　
た
だ
し
、
本
事
例
で
は
終
末

期
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
、
特

別
訪
問
看
護
指
示
書
を
発
行
し

て
、
週
４
回
以
上
か
つ
　
日
間

１４

以
内
の
範
囲
で
医
療
保
険
の
訪

問
看
護
に
切
り
替
え
た
場
合
、

そ
の
範
囲
内
で
同
管
理
指
導
料

と
点
滴
薬
剤
の
算
定
が
可
能
で

す
。（
４
面
左
上
参
照
）

谷
口
　
謙
　
選

　「
私
を
前
へ
前
へ
と
進

ま
せ
る
も
の
は
、
独
り
の

少
年
の
姿
で
あ
る
。
ク
リ

ク
リ
顔
、
小
さ
な
背
中
、

細
い
う
な
じ
―
―
そ
れ
は

少
年
時
代
の
私
の
姿
で
あ

る
。
こ
の
少
年
を
悲
し
ま

せ
た
く
な
い
（
自
分
の
末

路
が
精
神
的
に
落
ち
ぶ
れ

た
老
人
で
あ
れ
ば
、
ど
ん

な
に
か
悲
し
む
だ
ろ
う
と

思
う
の
だ
）
と
い
う
強
い

思
い
が
、
私
を
前
へ
前
へ

と
進
ま
せ
る
活
力
と
な
っ

て
い
る
。
こ
の
少
年
に
、

詩
は
面
白
い
よ
と
語
り
か

け
な
が
ら
、
詩
の
可
能
性

に
風
穴
を
あ
け
、
新
し
い

風
景
を
見
、
新
た
に
生
き

る
力
が
湧
い
て
く
る
こ
と

を
願
い
な
が
ら
、
楽
し
い

明
日
を
信
じ
て
生
き
て
ゆ

こ
う
と
思
っ
て
い
る
」

（
山
崎
睦
男
）

　
残
照

 榎
榎
榎
榎
榎
榎
榎
榎
榎
榎
榎
榎
榎
榎
榎
 加
藤
善
郎

磯
馴
れ
松
の
林
を
く
ぐ
る
と

果
て
し
な
い
白
砂
の
ビ
ー
チ

手
を
か
ざ
し
て
も
誰
も
居
な
い

海
も
ビ
ー
チ
も
風
も
独
り
占
め

何
と
も
言
え
ぬ
し
あ
わ
せ

で
も
や
が
て
来
た
残
照
と
落
日

瞳
を
凝
ら
す
と

遅
れ
た
天
女
ひ
と
り
慌
て
て

天
に
向
っ
て
帰
っ
て
ゆ
く

い
つ
し
か
辺
り
は
一
面
の
漆
黒

聞
こ
え
る
は
谺
す
る
汐
騒

　
微
小
貝
の
春

 榎
榎
榎
榎
榎
榎
榎
榎
榎
榎
榎
榎
榎
榎
榎
榎
榎
 
m．

静
か
な
浜

花
び
ら
が
舞
っ
て

砂
の
上

と貝
が
動
い
た

や
ど
か
り
だ
な

そ
れ
に
し
て
も
小
さ
い
な

も
う
四
時
だ

僕
は
砂
浜
を
去
っ
た

貝
た
ち
が
必
死
に
動
い
て
い
る
こ
と
も
知
ら
ず
に

　
生
き
方

 榎
榎
榎
榎
榎
榎
榎
榎
榎
榎
榎
榎
榎
榎
榎
 門
林
岩
雄

強
く
な
く
て
も

き
れ
い
で
な
く
て
も

生
き
ら
れ
る

ひ
た
す
ら
尻
尾
を
ふ
れ
ば
よ
い

こ
れ
は
犬
か
ら
教
わ
っ
た

…
…
し
か
し
お
れ
に
は

尻
尾
が
な
い
！

　
さ
か
し
ら
口

ち
っ
ち
ゃ
い
草
履
の

ち
っ
ち
ゃ
い
子

す
ぐ
さ
か
し
ら
に
言
い
に
く
る

「
お
と
う
さ
ん
の
ブ
ー

バ
ス
に
ぶ
つ
か
っ
た
」

 榎
榎
榎
榎
榎
榎
榎
榎
榎
榎
 孫
、
円
　
三
歳
三
カ
月

　
盆
の
夜

物
陰
に
ひ
そ
み

黙
す
人
よ

姿
を
現
し

話
し
て
お
く
れ

魂
の
触
れ
合
う

盆
の
夜
な
れ
ば

 ＜お知らせ＞　永らくご愛顧いただきました「文芸欄」を、年内で終了させ
ていただくことになりました。今後は多彩な企画を掲載していきたいと存
じますが、会員各位からの今後の企画等に関する御意見をお寄せ下さい。
　なお、本欄の応募については、それぞれ以下の締切となります。１１月自
由詩（締切１０月２５日）・１２月俳句（締切１１月１５日）・１２月自由詩（締切１１月
２５日）。

院
・
診
療
所
で
の
接
遇
マ
ナ
ー

研
修
会
を
８
月
　
日
に
開
催
、

２６

有
限
会
社
ア
ミ
ス
の
協
賛
で
、

　
人
が
参
加
し
た
。
す
っ
か
り

６７お
な
じ
み
と
な
っ
た
茂
木
治
子

氏（
元
日
本
航
空
客
室
乗
務
員
）

を
講
師
に
、
仕
事
の
進
め
方
・

仕
事
の
管
理
の
基
本
・
個
人
の

目
標
と
組
織
の
目
標
と
の
調

和
、
良
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
と
は
―
な
ど
に
つ
い
て
ゲ
ー

ム
も
取
り
入
れ
な
が
ら
研
修
し

た
。
当
日
の
参
加
記
を
紹
介
す

る
。
同
内
容
で
　
月
　
日（
土
）

１１

１３

に
舞
鶴
で
研
修
会
を
開
催
す
る

の
で
、
普
段
は
京
都
市
内
ま
で

　
楽
し
く
・
わ
か
り
や
す
く
・

た
め
に
な
る
と
、
毎
回
多
く
の

参
加
者
か
ら
好
評
を
い
た
だ
い

て
い
る
供
中
級
コ
ー
ス
僑
医

来
て
い
た
だ
け
な
い
北
部
の
会

員
医
療
機
関
に
お
か
れ
て
は
、

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご
参
加
い
た

だ
き
た
い
。（
４
面
参
照
）

研
修
す
る
参
加
者

　
私
は
、
人
と
話
を
す
る
こ
と

に
苦
手
意
識
を
持
っ
て
い
ま
し

た
。
患
者
様
と
話
す
こ
と
が
苦

手
な
の
は
、
自
分
が
人
見
知
り

な
性
格
だ
か
ら
仕
方
が
な
い
の

か
な
、
と
思
う
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
う
ち
に
慣
れ
て
く

る
か
な
と
も
思
っ
て
い
ま
し
た

が
、
医
院
に
勤
め
て
４
年
も
経

つ
の
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
今
回
の
接
遇
マ
ナ
ー

研
修
を
受
け
る
こ
と
で
今
後
、

仕
事
を
し
て
い
く
上
で
の
何
か

ヒ
ン
ト
を
も
ら
え
れ
ば
…
と
い

う
気
持
ち
で
研
修
に
参
加
し
ま

し
た
。

　
医
院
の
受
付
の
仕
事
を
し
て

い
る
の
に
患
者
様
と
話
す
の
が

苦
手
。
こ
れ
を
克
服
す
る
た
め

に
は
何
を
す
れ
ば
よ
い
の
か
、

研
修
を
受
け
る
前
は
自
分
で
答

え
を
見
つ
け
ら
れ
な
い
で
い
ま

し
た
。

　
私
は
、
患
者
様
と
話
を
す
る

と
き
に
緊
張
し
て
、
声
も
小
さ

く
な
っ
て
し
ま
う
の
は
自
分
の

性
格
だ
か
ら
仕
方
な
い
と
思
っ

て
い
ま
し
た
が
、
茂
木
先
生
の

話
を
聞
い
て
、
自
分
の
患
者
様

へ
の
接
し
方
は
間
違
っ
て
い
た

の
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。
今
ま

で
の
私
の
対
応
だ
と
、
頼
り
な

く
、
話
し
づ
ら
い
人
だ
と
い
う

印
象
を
患
者
様
に
与
え
て
し

ま
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
う
ま
く
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
な
か
っ
た

原
因
は
、
自
分
に
あ
っ
た
の
だ

と
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。

　
茂
木
先
生
は
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
は
自
分
か
ら
働
き

か
け
る
こ
と
が
大
切
だ
と
お
話

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
今
ま
で
の

私
の
接
遇
は
、
患
者
様
か
ら
の

質
問
に
た
だ
答
え
て
い
た
だ
け

で
、
自
分
か
ら
話
し
か
け
る
こ

と
な
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

研
修
を
通
し
て
、
患
者
様
の
様

子
や
表
情
に
も
目
を
く
ば
り
、

自
分
か
ら
声
を
か
け
て
い
く
こ

と
の
大
切
さ
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
今
回
の
研
修
は
、
自
分
の
苦

手
意
識
を
解
消
す
る
き
っ
か
け

と
な
り
、
今
後
ど
の
よ
う
な
姿

勢
で
仕
事
に
取
り
組
ん
で
い
け

ば
よ
い
か
を
改
め
て
考
え
る
こ

と
が
で
き
る
い
い
機
会
で
し

た
。
　
こ
れ
か
ら
は
、
相
手
が
話
し

か
け
や
す
い
雰
囲
気
を
作
る
こ

と
も
心
が
け
、
自
分
か
ら
働
き

か
け
る
と
い
う
こ
と
を
、
実
践

し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

 （川
勝
内
科
医
院
・
星
　
玲
子
）

良
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
は

苦
手
意
識
解
消
の
き
っ
か
け
に

　
医
院
の
受
付
業
務
を
し
て
い

る
私
で
す
が
、
人
と
関
わ
り
を

も
つ
こ
と
が
得
意
と
は
い
え

ず
、
患
者
様
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
の
難
し
さ

を
日
々
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　
患
者
様
に
気
持
ち
よ
く
診
察

を
受
け
て
い
た
だ
く
に
は
ど
う

し
た
ら
い
い
の
か
。
診
察
ま
で

の
長
い
待
ち
時
間
に
は
、
私
た

ち
事
務
職
員
が
患
者
様
に
対
応

さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会
も
多

く
、
長
時
間
待
た
れ
て
つ
ら
そ

う
な
気
持
ち
、
う
ん
ざ
り
し
た

気
持
ち
を
、
こ
ち
ら
が
ど
う
受

け
と
め
て
対
応
し
て
さ
し
あ
げ

た
ら
少
し
で
も
和
ら
げ
る
こ
と

が
で
き
る
の
か
。
い
ろ
い
ろ
と

考
え
て
行
動
に
移
し
て
は
み
た

の
で
す
が
、
な
か
な
か
い
い
結

果
に
は
つ
な
が
ら
ず
、
頭
を
悩

ま
せ
て
お
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
研
修
で
、
茂
木
先
生

の
お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ

き
、
気
づ
け
て
い
な
か
っ
た
こ

と
が
沢
山
あ
る
と
分
か
り
、
今

ま
で
は
気
づ
け
て
い
な
か
っ
た

か
ら
自
分
が
思
う
い
い
結
果
に

つ
な
が
ら
な
か
っ
た
ん
だ
と
ふ

り
返
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「
人
は
供
物
あ
つ
か
い
さ
れ
た
僑

と
思
う
と
腹
が
立
つ
も
の
で

す
」と
先
生
が
話
さ
れ
た
時
に
、

日
常
場
面
で
自
分
が
遭
遇
し
た

あ
る
出
来
事
を
思
い
出
し
ま
し

た
。
そ
の
出
来
事
で
は
嫌
な
思

い
を
し
た
の
で
す
が
、
な
ぜ
か

は
あ
い
ま
い
な
ま
ま
で
し
た
。

先
生
の
お
話
を
聞
き
供
物
あ
つ

か
い
さ
れ
た
と
感
じ
た
僑
か
ら

腹
が
立
っ
た
ん
だ
と
わ
か
り
、

先
生
の
言
葉
と
私
の
実
体
験
が

つ
な
が
っ
た
こ
と
で
、
そ
の
後

の
研
修
の
理
解
も
深
ま
り
ま
し

た
。
　
患
者
様
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
で
も
「供
物
あ
つ
か
い
僑

に
な
っ
て
し
ま
っ
て
は
い
な
い

か
」「供
聴
く
僑
こ
と
が
で
き
て

い
る
か
」
を
念
頭
に
お
く
と
考

え
や
す
く
な
っ
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。
研
修
に
参
加
す
る
前

の
、
漠
然
と
気
持
ち
の
い
い
対

応
を
と
考
え
て
い
た
時
と
比
べ

て
、
よ
り
具
体
的
に
自
分
に
問

題
提
起
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
今
回
の
研
修
内
容
を

意
識
し
な
が
ら
、
患
者
様
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
役
立

て
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 （
広
兼
医
院
・
山
内
 み
ゆ
き
）

接遇研修会を開接遇研修会を開催催

１１月１３日には舞鶴で

そも
だ

し
っ
ぽ
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平
成
　
年
３
月
　
日
。
丹
後

２１

１８

中
央
病
院
よ
り
、
速
達
来
る
。

３
枚
合
計
３
６
０
円
の
切
手
が

貼
っ
て
あ
る
。
３
月
　
日
、
芝

２２

蘭
会
近
畿
北
支
部
（
仮
称
）
年

１
回
の
会
合
を
、
プ
ラ
ザ
ホ
テ

ル
Ｋ
に
て
開
催
す
る
と
の
通

知
。
芝
蘭
会
と
は
読
者
は
ほ
と

ん
ど
ご
存
知
か
と
思
う
が
、
京

都
大
学
医
学
部
の
同
窓
会
で
あ

る
。
今
ま
で
は
た
い
て
い
舞
鶴

で
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
ぼ
く
は

一
度
も
参
加
し
た
こ
と
が
な

か
っ
た
。
小
心
翼
翼
と
い
お
う

か
、
出
不
精
か
ら
な
の
か
。
た

だ
何
と
な
く
行
き
た
く
な
い
の

で
あ
る
。
大
学
は
出
た
け
れ

ど
、
ど
こ
の
教
室
に
も
入
ら

ず
、
こ
ん
な
ひ
が
み
も
あ
っ
た

か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
今
度
は

隣
町
だ
し
。
宮
津
の
古
い
友
人

吉
岡
均
医
師
、
警
察
医
で
は
先

輩
の
岩
根
医
師
、
更
に
は
松
江

高
校
　
期
理
乙
の
後
輩
に
あ
た

２５

る
藤
田
医
師
等
の
顔
が
見
た

か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
か

ら
、
も
う
ぼ
く
が
最
年
長
だ
か

ら
、
い
つ
動
け
な
く
な
る
か
わ

か
ら
な
い
。
い
や
死
ん
で
し

ま
っ
て
今
生
の
別
れ
に
な
る
か

も
。
３
人
と
も
今
は
開
業
は
し

て
お
い
で
で
な
い
。
だ
が
今
回

は
、
３
人
と
も
欠
席
だ
っ
た
。

ぼ
く
は
会
合
後
の
食
事
の
席
で

乾
杯
の
音
頭
を
取
ら
さ
れ
た
。

慣
れ
な
い
の
で
口
ご
も
っ
た
り

し
た
が
、
と
に
か
く
無
事
に
終

り
、
一
同
は
拍
手
を
し
て
下

さ
っ
た
。

　
　
年
卒
の
西
村
一
郎
氏
が
支

４５
部
長
、
豊
岡
病
院
院
長
の
方
が

副
理
事
長
に
決
ま
っ
た
よ
う

だ
っ
た
。
大
学
の
同
級
生
で
姫

路
高
校
出
身
の
高
山
が
い
た
。

お
だ
や
か
で
気
の
よ
さ
そ
う
な

人
柄
だ
っ
た
が
、大
学
時
代
、特

別
に
親
し
か
っ
た
わ
け
で
は
な

い
。
い
つ
だ
っ
た
か
、
ど
う
し

て
も
思
い
出
せ
な
い
の
だ
が
、

ぼ
く
は
高
山
か
ら
直
接
に
内
科

教
授
の
内
野
医
師
か
ら
豊
岡
病

院
長
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
頼
ま

れ
赴
任
し
た
と
の
話
を
聞
か
さ

れ
て
い
た
の
だ
っ
た
。
こ
の
こ

と
を
現
豊
岡
病
院
長
は
よ
く

知
っ
て
お
ら
れ
、
高
山
元
院
長

は
一
昨
年
亡
く
な
ら
れ
た
と
の

こ
と
だ
っ
た
。
医
師
会
が
別
な

の
で
ぼ
く
は
知
ら
な
か
っ
た
。

　
実
は
ぼ
く
は
一
度
だ
け
出
石

に
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
某
氏

の
小
説
で
出
石
小
学
校
の
校
庭

が
舞
台
に
な
っ
て
い
た
の
で
、

１
回
見
た
く
な
っ
た
の
で
あ

る
。
小
学
校
の
校
庭
は
な
る
ほ

ど
小
さ
か
っ
た
が
、
子
ど
も
が

大
勢
集
ま
っ
て
遊
ん
で
い
た
。

ぼ
く
は
出
石
そ
ば
を
食
べ
、
あ

ち
こ
ち
歩
き
廻
っ
た
。
古
い
城

下
町
と
い
お
う
か
奥
ゆ
か
し
い

町
並
で
あ
っ
た
。
そ
の
な
か
目

抜
き
道
路
だ
っ
た
が
、
数
段
の

石
段
の
上
、
堂
々
と
し
た
門
構

え
の
大
邸
宅
の
表
札
が
高
山
の

名
前
だ
っ
た
。
あ
っ
と
思
っ
た

が
、
ぼ
く
は
び
び
っ
て
し
ま

い
、
道
を
通
り
抜
け
た
。
訪
問

は
し
な
か
っ
た
。

　
出
石
は
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
の

投
手
、
能
見
の
故
郷
で
、
彼
の

父
は
ポ
リ
さ
ん
だ
と
聞
い
た
。

ぼ
く
が
訪
れ
た
と
き
に
は
、
彼

は
ま
だ
生
ま
れ
て
い
な
か
っ
た

だ
ろ
う
。

　
数
日
後
、吉
岡
医
師
に
電
話

を
し
て
み
た
。か
か
っ
て
く
れ

る
か
な
と
思
っ
た
が
、し
ば
ら

く
し
て
受
話
器
を
取
っ
て
く
れ

た
。３
月
　
日
、孫
の
結
婚
式
で

２２

欠
席
し
た
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

谷口　謙（北丹） 　  ＜３５＞

出

石

　
出
　

石
　

１２日
（金）労災

１０日
（水）

９日
（火）基金

国保 ◎◎○

※○は受付日、◎は締切日。

　午前９時～午後５時。

１１月のレセプト受取・締切

　
第
　
回
核
戦
争
に
反
対
し
核

２１

兵
器
廃
絶
を
求
め
る
医
師
・
医

学
者
の
つ
ど
い
Ｉ
Ｎ
奈
良
が
９

月
　
日
・
　
日
、
奈
良
女
子
大

１８

１９

学
を
メ
イ
ン
会
場
に
開
催
さ
れ

た
。
　
こ
れ
は
、
保
団
連
・
民
医
連

が
中
心
と
な
っ
て
組
織
す
る

「
核
戦
争
に
反
対
す
る
医
師
の

会
」
の
全
国
大
会
と
し
て
毎
年

開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
。
今
年

は
、
近
畿
各
地
の
反
核
医
師
の

会
・
保
険
医
協
会
・
民
医
連
、

Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
支
部
で
実
行
委
員

会
を
組
織
し
準
備
を
進
め
て
き

た
。
　
初
日
は
、
記
念
企
画
と
し
て

佐
々
木
梅
治
氏
の
芝
居
・
読
み

語
り「
父
と
暮
ら
せ
ば
」（
井
上

ひ
さ
し
作
）
が
上
演
さ
れ
、
広

島
で
原
爆
を
生
き
延
び
た
主
人

公
が
抱
え
る
、
死
ん
だ
親
友
や

父
親
へ
の
や
り
場
の
な
い
申
し

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
「
ア
ー
ム
ズ
ダ

ウ
ン
」
の
紹
介
や
、
平
和
と
宗

教
を
考
え
る
際
、
宗
教
で
は
な

く
宗
教
者
が
問
題
と
な
る
と
指

摘
し
た
。
記
念
講
演
で
は
Ｉ
Ｐ

訳
な
い
気
持
ち
を
好
演
し
た
。

続
い
て
奈
良
県
開
催
を
歓
迎
し

て
、
薬
師
寺
の
安
田
暎
胤
長
老

が
挨
拶
。
薬
師
寺
も
取
り
組
ん

で
い
る
軍
事
費
削
減
の
た
め
の

Ｐ
Ｎ
Ｗ
副
会
長
の
テ
ィ

ル
マ
ン
・
ア
ル
フ
レ
ッ

ド
・
ラ
フ
氏
を
招
い
て
、

Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
を

受
け
た
核
兵
器
廃
絶
情

勢
の
現
時
点
と
、
核
兵

器
廃
絶
の
た
め
の
国
際

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
Ｉ
Ｃ

Ａ
Ｎ
）
の
展
望
を
聞
い

た
。
ラ
フ
氏
は
、
核
兵

器
廃
絶
に
向
け
た
様
々

な
具
体
的
な
取
り
組
み

を
紹
介
し
な
が
ら
、
今

日
の
参
加
者
一
人
ひ
と

り
が
行
動
を
始
め
る
こ

と
の
重
要
性
を
協
調
し
て
講
演

を
締
め
く
く
っ
た
。

　
二
日
目
は
、
冒
頭
、
奈
良
県

在
住
の
被
爆
者
で
あ
る
秋
山
勝

彦
氏
が
発
言
。
自
身
の
発
言
の

原
動
力
は
、
原
爆
を
使
用
し
た

ア
メ
リ
カ
へ
の
怒
り
で
あ
る
と

肝
臓
病
の
講
演
・

相
談
会
・
交
流
会

　
日
　
時
　
　
月
　
日
（
日
）

１１

１４

午
後
１
時
　
分
～

３０

　
場
　
所
　
ハ
ー
ト
ピ
ア
京
都

（
中
京
区
烏
丸
通
丸
太
町
下
ル
）

　
講
　
演
　
「
ウ
イ
ル
ス
性
肝

炎
の
治
療
―
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ

ン
治
療
か
ら
肝
移
植
」
市
田
隆

文
氏
（
順
天
堂
大
学
医
学
部
附

属
静
岡
病
院
消
化
器
内
科
教

授
）
　
個
人
相
談
会
（
３
時
～
４

時
）、
患
者
交
流
会
も
並
行
し

て
開
催
。

　
主
　
催
　
京
都
肝
炎
友
の
会

（
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
７
７
４
・

３
２
・
２
４
８
１
）

月
の
相
談

　
月
の
相
談
室室

１１１１
　
開
催
日
の
３
日
前
ま
で
に
協

会
事
務
局
へ
お
申
込
み
下
さ

い
。　
分
間
無
料
。

３０
◆
医
院
・
住
宅
新
（
改
）
築

　
　
月
　
日（
水
）午
後
２
時
～

１１

１０

　
担
当
＝
園
建
築
士

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
コ
ン
サ
ル
タ
ン

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

の
言
葉
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。

続
い
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、

関
西
学
院
大
の
冨
田
宏
治
氏
が

Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
の
到
達
点

と
課
題
に
つ
い
て
明
快
に
整

理
。
ピ
ー
ス
ボ
ー
ト
代
表
の
川

崎
哲
氏
は
核
兵
器
廃
絶
に
向
け

た
動
き
の
中
で
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
役
割

が
大
き
く
な
っ
て
い
る
こ
と
に

つ
い
て
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

を
交
え
て
発
言
。
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ

日
本
支
部
の
片
岡
勝
子
事
務
総

長
は
、
核
兵
器
廃
絶
に
向
か
う

具
体
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
示
し
、

日
本
政
府
の
ス
タ
ン
ス
が
弱
い

こ
と
に
つ
い
て
も
指
摘
し
、
核

抑
止
力
論
を
克
服
し
核
兵
器
に

依
存
し
な
い
安
全
保
障
に
つ
い

て
提
案
し
た
。

　
京
都
か
ら
は
、
反
核
医
師
の

会
の
三
宅
成
恒
世
話
人
が
、
昨

年
の
秋
葉
忠
利
広
島
市
長
講
演

会
や
、
８
月
の
交
響
曲
第
１
番

"H
IR
O
SH
IM
A
"

   
  
 
  
  
 
   演
奏
会
を

行
っ
て
き
た
京
都
の
取
り
組
み

を
紹
介
。
地
元
か
ら
市
民
と
共

に
反
核
運
動
を
創
り
上
げ
て
い

く
こ
と
の
重
要
性
を
訴
え
た
。

　
最
後
に
参
加
者
全
員
で
ア

ピ
ー
ル
を
採
択
し
終
了
し
た
。

参
加
者
総
数
は
３
８
８
人
。
来

年
は
埼
玉
県
で
開
催
の
予
定
。

　
京
都
社
会
保
障
推
進
協
議
会

は
第
　
回
総
会
を
９
月
　
日
に

３２

１６

開
催
。
開
会
挨
拶
で
津
田
光
夫

議
長
（
協
会
理
事
）
は
、
高
す

ぎ
る
国
保
料
や
資
格
証
明
書
の

問
題
、
介
護
保
険
改
善
、
高
齢

者
医
療
制
度
な
ど
課
題
が
山
積

し
て
い
る
と
指
摘
。
一
方
で
、

厚
生
労
働
白
書
が
「
参
加
型
の

社
会
保
障
」
を
打
ち
出
し
、
社

会
保
障
の
あ
る
べ
き
姿
が
問
わ

れ
て
お
り
、
社
会
保
障
基
本
法

の
制
定
を
求
め
る
運
動
な
ど
を

通
じ
て
我
々
自
身
が
前
進
し
て

い
く
必
要
性
を
強
調
し
た
。

　
総
会
で
提
案
さ
れ
た
２
０
１

１
年
度
の
方
針
で
は
、
来
春
の

通
常
国
会
に
は
社
会
保
障
に
関

連
す
る
重
要
な
改
革
案
が
目
白

押
し
と
な
る
こ
と
か
ら
、
そ
の

内
容
を
い
ち
早
く
把
握
し
適
切

な
宣
伝
、
学
習
の
強
化
と
攻
勢

的
な
運
動
を
提
起
。
一
方
で
、

い
の
ち
を
救
う
緊
急
行
動
と
し

て
国
保
の
緊
急
改
善
や
国
保
広

域
化
、
医
療
保
険
制
度
再
編
に

対
峙
す
る
運
動
、
貧
困
の

根
絶
に
向
け
た
具
体
的
な

取
り
組
み
が
提
案
さ
れ
承

認
さ
れ
た
。

　
総
会
に
先
立
っ
て
、
二

宮
厚
美
・
神
戸
大
教
授
が

「
民
主
党
菅
政
権
の
も
と

で
の
日
本
と
社
会
保
障
」

と
題
し
て
記
念
講
演
。
参

院
選
で
は
国
民
が
消
費
税

増
税
に
「
消
極
的
・
受
動

的
選
択
」
を
示
し
た
こ
と

を
指
摘
。
消
費
税
増
税
を
掲
げ

た
二
大
政
党
の
得
票
率
が
　
％
５５

に
と
ど
ま
っ
た
一
方
、
増
税
反

対
の
革
新
政
党
も
後
退
し
た
と

述
べ
た
。
さ
ら
に
、
現
代
日
本

の
国
民
生
活
に
と
っ
て
解
決
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
格
差
・

貧
困
問
題
、
不
況
問
題
、
財
政

赤
字
問
題
の
３
つ
の
課
題
を
挙

げ
、
そ
の
打
開
策
は
垂
直
的
所

得
再
分
配
に
求
め
る
べ
き
で
あ

◆
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル

　
　
月
　
日（
木
）午
後
１
時
～

１１

１８

　
担
当
＝
三
井
生
命
の
Ｆ
Ｃ

◆
法
　
律

　
　
月
　
日（
木
）午
後
２
時
～

１１

１８

　
担
当
＝
松
尾
弁
護
士

◆
雇
用
管
理

　
　
月
　
日（
木
）午
後
２
時
～

１１

１８

　
担
当
＝
河
原
社
労
士

◆
経
　
営

　
　
月
　
日（
水
）午
後
２
時
～

１１

２４

　
担
当
＝
広
瀬
税
理
士

報告する三宅世話人

２
日
目
の
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
。
左
か
ら
２
人

目
が
ラ
フ
氏

る
と
し
、
菅
政
権
が
志
向
す
る

水
平
的
再
配
分
を
批
判
し
た
。

　好評いただいている「事例で
見る　医療安全対策の心得」
を一部改訂した第３版を発行
しました。今回は販売のみ。
定価２,０００円 （会員価格１,０００
円、保団連価格１,５００円）

総会で挨拶する津田議長

医
療
安
全
対
策
の
心
得
 第
三
版
 を
発
行

　
保
険
医
年
金
第
　
次
普
及

５５

で
加
入
い
た
だ
い
た
２
０
１

０
年
９
月
１
日
付
加
入
分
の

「
加
入
者
証
」
を
、　
月
５
日

１０

付
で
送
付
し
ま
し
た
の
で
、

ご
確
認
下
さ
い
。

　
こ
の
「
加
入
者
証
」
は
、

一
時
金
請
求
、
年
金
受
給
請

求
の
際
に
必
要
で
す
の
で
、

大
切
に
保
管
し
て
下
さ
い
。

字
句
、
枚
数
、
加
入
者
番
号

等
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
協
会
事
務
局
ま
で
ご
連

絡
下
さ
い
。

　
ま
た
、
積
立
金
の
お
知
ら

せ
兼
生
命
保
険
料
控
除
証
明

書
に
つ
い
て
は
、　
月
末
頃

１０

三
井
生
命
本
社
か
ら
送
付
す

る
予
定
で
す
。
積
立
金
額

は
、
２
０
１
０
年
８
月
末
現

在
の
金
額
と
な
っ
て
い
ま

す
。
基
本
年
金
額
の
試
算
も

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
ご

参
考
下
さ
い
。

　
こ
の
お
知
ら
せ
の
下
段

に
、
生
命
保
険
料
控
除
証
明

書
が
つ
い
て
い
ま
す
。
年
末

調
整
時
、
ま
た
は
確
定
申
告

時
ま
で
紛
失
さ
れ
な
い
よ
う

に
保
管
し
、
切
り
離
し
て
お

使
い
下
さ
い
。

　
保
険
医
年
金
は
年
末
調

整
、
確
定
申
告
の
際
、
他
の

一
般
生
命
保
険
料
と
合
算
し

て
「
一
般
の
生
命
保
険
料
控

除
」
の
対
象
と
な
り
、
年
間

　
万
円
を
超
え
る
支
払
保
険

１０料
が
あ
れ
ば
、
最
高
５
万
円

の
所
得
控
除
に
な
り
ま
す
。

個
人
年
金
保
険
料
控
除
に
は

該
当
し
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意

下
さ
い
。

　
今
年
新
規
加
入
を
さ
れ
た

方
で
、
控
除
証
明
書
が
必
要

な
方
は
、
協
会
事
務
局
ま
で

ご
請
求
下
さ
い
。
三
井
生
命

保
険
株
式
会
社
よ
り
お
送
り

し
ま
す
。

学
岳

較
較
較
較
較

保
険
医
年
金「
加
入
者
証
」送
付
・

「
積
立
金
の
お
知
ら
せ
」に
つ
い
て

社
会
保
障
基
本
法
等
で
の

前
進
を
津
田
議
長
が
訴
え

奈
良
で
反
核
医
師
・
医
学
者
の
つ
ど

奈
良
で
反
核
医
師
・
医
学
者
の
つ
ど
いい

世
界
の
非
核
平
和
へ
思
い
新
た
に

社保協が総会
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